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ドキ ュ メ ンタ リー映 画 論

は じ め に

本稿は,ド キュメンタリー映画(DocumentaryFilm)中,第 二次世界大戦期に,政 府機

関の主導の下 に,当 面する政策課題 に対する啓発,広 報を目的として製作された作品を対象

としD,そ の内容,構 成 製作経緯の考察を通 じて,ド キュメ ンタリー映画の分析を行なう

場合の手続 きと方法を確立することを目指 したものであ り,短 期的には,教 育制度の及びそ

の背後にある諸事象に対する考察を深ある上で,長 期的には,世 代間のコミュニーケー ショ

ン促進媒体 としての役割を検討する上で,各 種映画の積極的な利用を期 して ,目 下,取 り組

み中の研究計画の一部を構成 している。

同手法によるドキュメンタリー映画は,そ の製作において,既 存資料を駆使 し発生史的な

考察を経て論旨を展開する文書硬究の過程と似ているが,音 と動 きのある映像を伴う描写特

性を生か し,雰 囲気,背 景,傾 向,身 振り,し ぐさ,表 情のうっろい,心 情の機微 といった非

言語的な側面を表現手段 として駆使 し得るという点で,文 書の追随を許 さない独 自の資料的

価値を有 している2)。

したが って,ド キュメンタリー映画か らは,製 作者の主張のみならず,そ の基盤にある受

け止め方,感 じ方を画像や音の選択,編 集の仕方か ら探ることができるし,視 聴者の行動 ・

態度の変容がいかなる場面の共感 共鳴によるものかを確かめる手掛か りを得ることもでき

る。言語や文字による抽象的,皮 相的な情報だけではな く,深 層にある根源的な情報 を読み

取る有力な媒体 として,当 該映画に着目す るのである。

1.第 二次世界大戦期 にお ける米国陸軍 による ドキ ュメ ンタ リー映画 の製作

第 一 次 世 界 大 戦 を通 じて方 向 づ け られ た戦 争 の形 態 で は,国 の内 外 の諸 情 報 を効 率 か っ 迅

速 に操 作,普 及 し,国 民 の総 力 を ヤ・か に戦 争 遂 行 に振 り向 け る こ とに 寄与 し得 る か に そ の 成

否 が か か って い た。 従 来 の マ ス ・メデ ィ ア と して の ラジ オ,新 聞,雑 誌 は も とよ り,ト ーキ ー

が 実 用 化 され,劇 場 で 爆 発 的 な人 気 を集 め て い た ニ ュ ー ・メデ ィア と して の映 画 に着 目 され

な い はず は な か った。

ニ ュ ー ス映 画 ,劇 映 画 は もと よ り「,既に英 国,ソ ビエ ト,イ タ リ ア,米 国 な どで 着 実 な 製
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作 活 動 が 始 ま って い た ドキ ュメ ン タ リー映 画 に も政 府 機 関 に よ る働 きか けが 強 ま って い たが,

総 力 戦 構 築 の一 環 と して,国 家 主 導 に よ る同映 画 の 利 用 に最 も積 極 的 に取 り組 み,た ち ま ち

他 国 を 凌 ぐ勢 い を見 せ た の は,ド イ ッ,日 本 で あ っ た3)。 ベル サ イ ユ 体 制 下 の 世 界 的 軍 縮 傾

向 に抗 して,両 国 は,な し くず し的 に 対 外 軍 事 行 動 の準 備 を押 し進 め よ う と して い た が,初

期 にお いて は,そ の 正 当 性 と必 然 性 を 内外 に主 張 す る手 段 と して,後 に行 動 に着 手 して か ら

は,そ の成 果 の確 認 と宣 伝 の ため,ド キ ュ メ ンタ リー 映 画 へ の 接 近 が 図 られ た 。 同 映 画 は,

実 写 に よ る迫 力 に加 えて,そ の 構 成,編 集 に よ る効 果 に よ っ て国 家 意 思 を 効 果 的 に伝 達,普

及 す る方 途 と して 重 用 さ れ,政 府,と くに軍 部 の 協 力,支 援 の 下 で 製 作 が 進 あ られ た4)。

ニ ュー ル ンベ ル グ にお け る ナ チ の党 大 会 の模 様 を っ ぶ さ に記 録 し
,ヒ トラ ー の カ リス マ 性

を誇 示 した 『意 志 の 勝 利 』(TriumphdesWillens:1936年,独,L。 リー フ ェ ン シュ タール ・

プ ロ ダ ク シ ョン製 作,111min.),1936年 に ベ ル リ ンで 開 催 さ れ た オ リン ピ ッ ク大 会 を,映 像

効 果 に よ って 実 際 以 上 に国 威 発 揚 の権 化 た ら しめ た 『民 族 の祭 典 』(1937年,独,L.リ ー フェ

ン シ ュ ター ル ・プ ロ ダ ク シ ョ ン製 作,138min .),フ ラ ンス 占領 に至 る,ド イ ッ軍 の 破 竹 の 侵

攻 ぶ りを延 々 と綴 っ た 『西 部 戦 線 で の勝 利 』(SiegimWestern:1940年,独,103min.),陸

軍 大 臣 荒木 貞 夫 が 日本 の 国 家 統 治 の特 質,大 陸 侵 攻 の正 当性 を具 体 性 を 伴 って 開 陳 した 『非

常 時 日本 』(1933年,大 阪 毎 日新 聞 社 活 映 部 製 作,陸 軍 省 指 導,110min.),迫 り来 る米 英 と の

軋 礫 に備 え て,南 太 平 洋 の 防 備 の 急務 を 訴 え た 『海 の生 命 線 』(1933年,横 浜 シ ネ マ製 作,陸

軍 省 指 導,30min.),バ ター ン,コ レ ヒ ドー ル攻 略 を 高 らか に謳 い あ げ た 『東 洋 の 凱 歌 』(19

40年,B本 映 画 社 製 作,比 島派 遣 軍 報 道 部 指 導,80min.)が,そ の 代 表 的 作 品 で あ り,い ず

れ も劇 場 で 広 く公 開 され,多 くの 観 客 を 動 員 した。

前 記2力 国 の 対 応 に く らべ やや 立 遅 れ た もの の,同 時 期 を通 じて 最 も大 規 模 かっ 画 期 的 な

対 応 を呈 した の は米 国 で あ っ た。 政 府 資 金 の支 出 に よ る映 画 製 作 は,す で に,ニ ュ ー デ ィ ー

ル政 策 の解 説 用 作 品(「 平 原 を耕 す 鋤』'36年,『 河 』'37年,い ず れ も ペ ア ・ロ レ ン ッ監 督)

で着 手 ず み で あ った が,大 戦 の波 及 は,さ らに,そ の域 を拡 大 せ しめ た 。 資 料1は,第 二 次

世 界 大 戦 参 戦('41年)以 降,米 国 の 政 府 機 関 が 製 作 した,対 外 関 係 を主 題 と した ドキ ュ メ ン

タ リー 映 画 の リス トで あ る5)。

第 一 次世 界 大 戦 以 降 堅 持 して きた 中立 政 策(モ ンロ ー主 義)が,ド イ ツ,日 本 主 導 に よ る

戦 火 の 拡 大 に伴 って 修 正 を余 儀 な くさ れ,っ い に参 戦 し(武 器 貸 与 か ら派 兵 へ),や が て 連

合 国 の 中 核 と して の立 場 を 占 め るに至 るが,資 料1に 見 られ る映 画 製 作 の経 緯 は,第 二 次 世

界 大 戦 に お け る米 国 の参 与 の度 合 と符 合 して い る とい え る。 遠 く離 れ た 戦 場 で の 出来 事 と関

わ りを 持 っ こ とを嫌 い逃 避 を志 向 す る一 般 国 民 に,迫 り来 る戦 争 の危 機 を訴 え,対 応 す る こ

と の急 務 を具 体 性 を も って 呼 び掛 け る有 効 な手 段 と して,さ らに,戦 地 へ の 赴 任 が 生 れ て 初
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あての渡航であったり,見 知 らぬ国との戦いを強いられている多数の招集兵たちに必要 な情

報を効率的に伝達する方法としていかに映画に期待 し,依 存 しようといていたかを知 ること

が で き る。

資料1に 掲げ られた作品のすべてが,規 格,製 作の意図 ・過程 ・方法,視 聴対象 などにお

い て,必 ず し も同 一 の基 盤 に立 つ もの で は な いが,明 らか に前 掲 の2力 国 の作 品 と は異 な る

特色が認められる。

資料1米 国政府製作 の ドキ ュメ ンタ リー映画 リス ト(第 二次世界大戦 期、対 外関係)

国務省(DEP㎜OF訂AH…)関 係
"TheWar●41 -44"(59:1942年 ,60min。1

[真珠湾攻撃か らノルマ ンデ ィ上陸作戦 までをニ ュー ス映画 で構成]

陸 軍 省(DEPARTMENTOF㎜ARMY)関 係

*"Prelude切War"(1110Fl:1942年,53min.F.キ ャブラ監 督)

[第 二 次 世 界 大戦 の 背 景]

*"TheNaziStrike"(1110F2:1943年,50旧in.F。 キャブラ監潜}

[1934年 か ら40年 に い た る ドイ ツの 近 隣 諸 国(オ ー ス ト リア、 チ ェ コ、 ポ ー ラ ン ド、 ロシ ア)

に 対 す る侵 略行 為]

*"DivideandConquer"(ll10F3:1943年,56min.F.キ ャブラ監潜}

[1939年 か ら40年 に か け て の 、 北 欧 、 オ ラ ン ダ 、 フ ラ ンス に 対 す る ドイ ツの 軍 事 行動]

"Th
eBattleofBritain"(1110F4:1943年,55min。F.キ ャブラ監 督)

[1940年 後 半 、 ドイ ツ の 空 襲 に さ らさ れ るイ ギ リス 本 土 と、 果 敢 に 戦 う市 民 と英 空 軍]

"Th
eBattleofRussia韓(1110F5:1943年,83min.)

[ド イ ッ と戦 うロ シ ア軍]

"K
nowyourIUly:Britain"(1110F16:1943年,43min。F.キ ャ プ ラ監 督)

[英 国民 との相 互理 解 を 深 め る こ とに よ り、 結 束 を 強 め る必 要性 を 説 く。 ドイ ツ に よ る 中傷 激

化 に 対応]

鴨R
eportfr㎝theAlutians"(1943年,47min,カ ラー.J.b一 ストン監督)

[キ ス カ島 攻 撃 に備 え る航 空 基地 の様 子]

*"抽eBattleofChina"(1110F6:1944年,66而n.F.キ ャブラ監 督}

[中 国(上 海 、南 京 な ど)に 侵 攻 す る 日本 軍]

"Wh
ywe'rehere"(ll10F25:1944年,35田in.)

[イ ン ド、 ビル マ に お け る米 軍 の 役割]
"n

leNegroSoldier{1944年 、42min.F.キ ャブラ監 督)

[各 戦 線 に お け る黒 人 兵 の め ざ ま し い活 躍 ぶ り]

*"Warcameto㎞ericaM1110F7:1945年,67田in.F.キ ャブラ 監 督)

[世 論 調 査 結 果 か ら、 米 国 参 戦 に対 す る 国民 の 意 識 変化 の 経 緯 を跡 づ け る]

*"KnowyourEn㎝y:JAP州 槻(1110FlO:1945年,62旧in.F.キ ャブラ 監 督}

[日 本 人 の 行 動 を 規 定 す る要 因 を 、神 道 の教 義 、天 皇 の絶 対 的 立 場 、武 士 道 な どに 求 め る].

*"HereisGer剛"(1110F11:1945年,52田in.F.キ ャブラ監潜)

[普 段 の 姿 か ら は想 像 出来 な い よ うな特 異 な 行 為 を 引 き起 こす要 因 を 、 ドイ ツ人 が 伝 統(思 考

行 動 、感 覚)と して継 い で い る こ とを 考察 す る]

*"YourJobinG㎝ ㎜ ジ(1110F13:1945年,15min.F.キ ャブラ監 督}

[伝 統 的 に征 服 心 が 身 に付 い て い る ドイ ツ 国 民 に 気 を 許 す な 、 と呼 び か け る]

"1hi
sisthePhilipPins脚(1110F2β:1945年,31min.)

[フ ィ リ ッピ ン解 放 後 の復 興 の見 通 し と果 す べ き役 割]
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"We
stwardisBataan"(1110F27:1945年,45min.)

[3年 ぶ りに奪 還 した フ ィ リ ッピ ンの 戦 況 の 回 顧]

*"he冤ducationalSystenofJapan"(111MlO64:1945年,32min.)

[日 本 の学 校生 活(各 教 科 の 授 業 、 教 科 外 活 動)を 紹 介 し、 ナ シ ョナ リズ ム の昂 進 に お い て 果

して きた様 子 を 具体 的 に 提 示 す る]

*"The(沁ve㎜ntofJapaバ(111M1058:1945年,18㎝in.)

[天 皇 、 国会 、神 社 な ど、 日本 の 国家 統 治 を 支 え る諸 力 を 分 析]
"S

皿 ℃nderinthePacific"(111SM68:1945年,2〔 ㎞in.)

[敗 戦 か ら降伏 文 書 調 印 まで の 、 日本 の あ わ た だ しい 動 きを 追 う]

"T
eamWork"(1110F14:1946年,2㎞in.)

[米 軍 内部 で の人 種 間相 互理 解 の必 要 性]

*"BattleoftheSanPietro"(1945年 、33min.J.ヒ ューストン鰭)

[イ タ リア北 部 の小 都 市 で展 開 さ れ た 攻 防 戦 の 記 録 。住 民 の 立 場 を 配 慮 し た カ メ ラ ・ア ング ル

に軍 部 が不 快 感 を示 し公 開 が遅 れ る]

*脚Letbetherelight"(1945年 、43min.J.ヒ ュ「ストン監潜)

[戦争 に よ り誘 発 さ れ た ノ イ ロ ーゼ に悩 む兵 士 を 追 跡 記録 。生 々 しい 描 写 が 惹 起 す る影 響 を

憂 慮 して軍 部 は公 開 を許 さ ず 、以 後35年 間 凍結]

*?.OurJobinJapan"(1110F15,1946年,17而n.}

[日 本 人 は 、戦 争 指 導 者 に操 られ た に す ぎ ず 、 そ れ ら を除 外 す る こ とに よ り民 主 化 が 順 調 に

進 む との 楽 観 的 見 通 しを示 す]

'.Th
ePaleHorse鵬aバ(1110Fl7:1946年,22minj

[戦 争 に よ る人 心 の 荒 廃 、物 資 の 欠 乏 、伝 染 病 の蔓 延が は び こ っ て い る こ と を警 鐘 】

脚D
ea七hMills殉(1110F19:194〔 肉三,22min.}

[強 制 収 容 所 の 惨 状]

"AD
efeatedPeople"(1110F28:1946年,20団in。)

[イ ギ リス に よ る ドイ ツ 占領 統 治 の 実 績 】

*"Nure網berg"(111瞬596:1946年,7舳in.P。 叶 ンツ、S.シコ凶 げ 構 成)

[ニ ュー ル ンベ ル グ に お け る ドイ ツ戦 犯裁 判 の 実 況 記 録]

*●'Seedsofdesinitジ(1946年 、21田in.D.ミ ラー監 督)

[ヨー ロ ッパ各 地 に放 置 され て い る数 百万 人 の 戦 災 孤 児 の悲 惨 な 境 遇 を 示 し 、救 済 を訴 え る。

米 国 難 民 救 済 機 構の 企 画 で14ヵ 国 で撮 影 さ れ た]

"R
oadto㎞acy脚(1110F35:1948年,21min.)

[占 領 日本 で 着 手 され た諸 改 革 の進 行 状 況]

脚I
ntemationalProb1㎝ofl947"(1110F45:1948年,1如in.)

[世 界 情 勢 の 推 移 にお け る ア メ りカの 立 場]

国 防 総 省(DEPARTMENTOFD㎜(E)関 係

*"JapaneseBdhabior"(226D6615:1945年,50min.)

[日 本 文 化 が 日本 人 の 行 動 をい か に 決 定 して い るか を探 る 。 日本 人 の背 景 分析 シ リー ズ 中 の
一 作 品 】

*"NaturalResourcesofJapan"(226.4;1945年,22min.)

[絹 、米 、木 材 、竹 、鉱 物 資 源 の 生 産 状 況 な ど か ら、 日本 が近 代 戦 を 遂 行 させ る得 る能 力 を

予 測]

海 軍 省(DEP㎜OFTHENAVY)関 係

"TheBattleofMidwaジ(1942年
、18min.カ ラー.」.フ か ド監 督)

[ミ ッ ドウ ェー 海 戦(6.5)の 記 録]

"D
㏄ember7th"(1943年 、3軸in.J.フ か ド監 督)

[実 写 フ ィル ム と模 型 に よ り、真 珠 湾 攻 撃 を再 現]
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*●●1heEn㎝yJapan:theland"(80:1943年,19min.)

[元 駐 日大 使J.C。Grewの 解 説 に よ る 日本 紀 行]

*"TheEne駆WJapan:thepeoPIe脚(80:1943年,19min.)

[元 駐 日大 使J.C.(辻ewが 、 日本 人 の 行 動規 範 とな っ て い る 神道 主義 、武 士道 にっ い て解 説]

戦 時 情 報 局(皿iOFFICEOFWARINFO… ㎜TION)関 係

*"WorldatWar:1931-41"(208.145:1943年,44min.)

[第 一 次 世 界 大 戦 以 後 の 世 界 情 勢 をふ ま え て第 二 次 世 界 大 戦 の必 然性 を説 き、 連 合 国 の 結 束 を

強 調 】

*"OurEnemy:1heJapanese'●(208.26:1943年,2〔 ㎞in。}

[元 駐 日大 使J.C.Grewの 解 説 に よ り、 日本 人 の生 活 、行 動 とそ れ を 支 え る 考 え方 を類 型 化]

*髄FortressJapan"(208.215:1944年,18min.)

[ア リュー シ ャ ン海 域 で の 戦 況 と 日本 占領 下 の 中 国 の様 子 にみ る 、 日本 の 軍 事 的 立 場]
槻Th

eTrueGlory"(1945年 、85min)

[ノ ル マ ンデ ィ上 陸 作 戦 を 描 い た 公 式 記 録 。 英 国情 報 局 との 共 同製 作]

戦時再配置騰 鯉W岨 ㎜ 鯛DNA㎜)関 係

*"舳alle㎎etρD㎝ ㏄racジ(210.5:1943年,18mln.カ ラー)

[日本人収容所 における二世の生活ぶ りとヨー ロ ッパ戦線におけ る二世部隊の活躍]

財務省(佃EDEP㎜TOF㎜SURY)関 係

*"MyJapan"(56.30:1943年,16min.)

[日本軍の攻 勢下に さらされてい る戦局 を解説 し、国内体勢 の整 備の急 務 を訴 える。戦時公債

購入 キャンペー ンとして製作 され る]

戦 犯 摘 発 委 員 会(U.S.CO【 困CILFORT肥PROCECmONOFAXISCRIMIMLITY)関 係

*"NaziCon㏄ntrationC㎝ps"(1945年 、59min.)

[連 合 軍 先 遣 部 隊 に よっ て 撮 影 さ れ た ナ チ 強 制 収 容 所 の 惨 状]

(注)下 記 の文 書 を基 礎 資 料 と し、 米 国 国 立 公 文 書 館 で 別 途 に調 査 し た フ ィル ム リス ト ・カ ー ド

に よ り一 部 補足 、補 正 して 作成 した 。
・"AudiovisualRecordsintheNationalArchivesoftheUnitedStatesRelati㎎

toWorld脚arIg9(NATIO麗ALARCHIVESANDRECORDSSERVICES,1974)
・"DocumentaryFilmClassics一 一一producedbytheUnitedStatesGbver㎜ 陀nt槻

{NATIONALAUDIOVISUALCENTER,1986)

(備 考)

[]内 に、 筆 者(阿 部)の 視 点 を加 味 しな が ら、 内 容 の概 略 を 付 した。

*印 は 、大 阪 大 学 人 間科 学 部 教育 制 度 学 研 究 室 でVTR版 〔%イ ンチ)を所 蔵 して い る作 品 を示

す 。 なお 、本 稿 で取 り上 げ た作 品 中 、r汝 の 敵 日本 を 知 れ 』 、 『これ が ドイ ツ だ』 に つ

い て は 、.16耗 フ ィ ル ム を も併 せ て 所 蔵 して い る。

第一の特色は,当 該映画の企画 ・製作に政府機関の専管部局が直接関与 し,所 要経費 の全

額を公費で賄っていることである6)。先行 していた日・独の場合,実 質的に政府機関の丸抱

えといえるほど,そ の支援,協 力関係 は密接 に保たれてはいたものの,少 なくとも政府 とは

別個の民間組織が製作にあたる形態がとられ,製 作上の直接的責任を負 う監督 も民間組織の
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職 員 が 他 の 職 務 の か たわ ら当該 業 務 を処 理 して い た。 両 国 の政 府 機 関 に と って も,民 間 組 織

に と って も,当 該 映 画 の製 作 は,い わ ば片 手 間 の仕 事 で あ っ たが,米 国 の 場 合,ド キ ュ メ ン

タ リー 映 画 の製 作 を 職 務 とす る独 立 の官 職 が 置 か れ,企 画 か ら製 作,評 価 に至 る ま で の 職 責

を負 う仕 組 み が 形 成 され て いた 。 政 府 部 内 で最 も多 くの大 型 プ ロ ジ ェ ク トを抱 え て い た 陸 軍

省 で は,専 任 の チ ー フに著 名 な ハ リウ ッ ドの 映 画 監 督 フ ラ ン ク ・キ ャ プ ラ(FrankCapra)

を少 佐 と して迎 え入 れ,そ の豊 富 な人 脈 を通 じて 第 一 線 級 の ス タ ッ フを集 め,ま と ま り の あ

る チ ー ム ワ ー ク づ く りに成 功 す る と と も に,予 算 上 の優 遇 措 置 に よ り,周 到 な 素 材 調 査 と 分

析 を ふ ま え た実 証 性 に富 む ドキ ュ メ ンタ リー映 画 の 製 作 を もた らす 人 的 ・物 的 環 境 を 整 え

た7)。 この 傾 向 に呼 応 して,ジ ョ ン ・フ ォ ー ド(JohnFord),ジ ョ ン ・ヒュ ー ス トン(John噛

Huston)な ど劇 映 画 出 身 の 映 画 監 督 が ドキ ュ メ ン タ リー 映 画 の製 作 に積 極 的 に参 画 し,そ

の 経 験 と視 座 を生 か した作 品 を作 り上 げ た。 これ らの 諸事 情 が,結 果 的 に,無 味 乾 燥 で,そ

の場 限 りに終 りが ち の官 製 ドキ ュ メ ンタ リー映 画 に,継 続 的 価 値 と独 特 の 作 風 を 醸 しだ す 製

作 活 動 を可 能 な ら しめ た とい え る8)。

特 色 の第 二 は,豊 富 な素 材 の ス トッ クが あ り,し か もそ の 利 用 体 勢 が 周 到 に 整 え られ て い

た こ とで あ る。 ドキ ュ メ ン タ リー映 画 が そ の特 色 を発 揮 す るた あ に は,吟 味 され た ドキ ュ メ

ン ト(素 材)が 不可 欠 で あ り,そ れ が 不 十 分 の 場 合,主 題 の 展 開 や深 ま りに不 都 合 が 生 じ る

こ とは 明 白 で あ り,素 材 の蓄 積 と整理 に成 否 が かか って い る とい わ れ る所 以 で あ る。 前 線 で

作 戦 上 の必 要 か ら撮 影 され た彪 大 な フ ィル ム を 自由 に使 用 し得 る立 場 に あ った こ と に止 ま ら

ず,国 立 近 代 美 術 館(MOMA:MusiumofModernArts)フ ィル ム セ ン ター を 初 め,国 会

図 書 館(LC;LibraryofCongress),国 立 公 文 書 館(NARS:NationalArchivesand

RecordsServices)な ど政 府 機 関 が永 年 に わ た り収 集 保 存 して き て い た 内 外 の 各 種 映 画 フ ィ

ル ム を縦 横 に駆 使 で き る機 会 と便 宜 が与 え られ た9)こ と は,時 間 的,空 間 的 制 約 を 超 越 し た

視 座 に た っ 映 画 製 作 を 可 能 な ら しめ,単 な る宣 伝 映 画,広 報 映 画 に止 ま る こ と の な い 価 値 を

生 み 出 す 要 因 とな った 。

第 二 次 世 界 大 戦 期 に米 国 の政 府 機 関 が 同戦 争 に対 す る国 民 の理 解 と協 力 を 求 め る こと を 目

的 と して 製 作 した ドキ ュ メ ン タ リー映 画 は,製 作 時 期 お よ び 利 用 対 象 の観 点 か ら,お よ そ,

二 っ に区 分 す る こ とが で き る。 そ の 第一 は,米 国 が 大戦 に参 加 す る こと の意 義 と必 然 性 を 訴

え る こ と をね らい と した もの で あ り,第 二 は,同 盟 国,対 戦 国 の 地 理,風 土,国 民 性 の 理 解

を容 易 な ら しめ る こ とを企 図 した も ので あ る。 前 者 が,比 較 的 初 期 に製 作 に 着 手 さ れ,一 般

市 民 を視 聴 の対 象 と して い た と見 られ る の に対 して,後 者 は,戦 線 が 対 戦 国 の 近 辺 に及 び,

戦 局 の見 通 しが立 ち始 め た 末期 か ら戦 後 にか け て急 激 に製 作 の ピ ッチが あが り,戦 場 に 赴 く

実 戦 部 隊 要 員 な い し戦 闘終 結 後 の 軍 政 要 員 向 け に用 意 され た も の と い え る。 上 記2区 分 に対
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資料2 米国陸軍製作 ドキ ュメンタ リー映画 「シ リーズ作 品」 のス タッフと構成

[我ら何故戦 うめか]シ リー ズ("冊Y冊FIG}π"SERIES)

(監 督)Frank(bpura,AnatoleLit幅k

(編 集)WilliamHomb㏄k

(資 料 監 修)RichardGriffis

(脚 本 ・資料 分 析)LeonardSpige1.gass,EricKnight,AnatoleLitvak,AnthonyVeiller,

CarlForeman,WillianL.Shirer,JamesHilton,RobertHeller.

(音楽)珈itoriTiomkin,AlfredNe㎜

(動 画)WaltDisney

(角翠言党)貨alterHuston,AnthonyVeiller

(製 作)Sp㏄ialServi㏄sDivision,㎞ 昭ServicesForces

1.r戦 争へ の序 曲 』(PreludetoWar:1942年,・5軸in.}

2.『 ナ チ の攻 撃 』(heNaziS旋ike:1943年,41皿in.)

3.r分 割 と侵 略 』(DivideandConquer:1943年,58min.)

4.『 英 国 の 戦 い』 αheBattleofIMtain:1943年,55碗in.)

5.『 ロ シ アの 戦 い 』 αheBattleofRussia:1943年,83min.)

6.r中 国 の 戦 い』(皿1eBattleofChina:1944年,65旧in.)

7.r戦 争 アメ リカ に 迫 る』6㎞cameto㎞erica:1945年,67醗in.)

[汝の 同盟国 を知 れ・汝の敵国 を知れ]シ リー ズ(脚㎜WYOロR超 ⊥IES,㎜WYOUR硲EM醗 田R㊧

1。『汝の同盟国

(監督)

(脚本)

(編集)

(音楽)

働 画)

(解説)

(製作)

英 国 を 知 れ 』(KnowyourAllyBritain:1943年,43min.)

FrankCapura,AntレonyVeiller

EricKnight・

WilliamHombeck

DmitoriTiomkin

WaltDiesneyProduction

WalterHuston,Antho【 冥yVeiller

Ar畷yPictorialService,SignalCorps.

2.r汝 の敵

(監督)

(脚本)

(編集)

(音楽)

(動画)

(解説)

(製作)

日 本 を 知 れ 』(KnowyourEnemyJAPAN:1945年,62min.)

FrankCapura

JorisIvans,Irvi㎎ 隔11ace,Edg㏄Peterson,CarlForeman,1heodor(沁isel

WilliamHombe6k

DmitoriTiomkin

WaltDisneyProduction

WalterHuston,JohnBeal

Ar団yPictorialService,Sig皿alCorps

3.『 これが ドイツだ』

(監督)

(脚本)

(編集).

(動画)

(音楽)

(解説)

(製作)

(HereisGe㎜y:1945年,52鵬in.)

FrankCapura,AnatoleLitvak

ErnstLubitsch,WilliamL.Shirer,AnthonyVeiller

WilliamBomb㏄k,Merril1脚hite

WaltDisneyProduction

D面itoriTiomkin

JohnBea1,AnthonyVeiller

Ar旧yPictorialSe【vice,SignalCorps
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参考(対 日 ・対独 占領開始 直後 に製作 された関連作品)

1。「ドイ ッでの君 たちの仕事」(YourJobinGermany:1945年,15min.)

ラ

　

　

　

督

集

楽

作

監

編

音

製

(

(

(

(

2.「 日本 で の 我 々の 仕 事 」(OurJobinJapan:

ラ

ラ

　

　

督

本

楽

作

監

脚

音

製

(

(

(

(

FrankCapra,TheodorGeisel

WilliamHomb㏄k,ElmoWillia鵬

DmitoriTiomkin

ArmyPictorialService,SignalCorps

1946年,17min.)

TheodorGeisel

CarlForeman,TheodorGeisel

DmitoriTiomkin

ArmyPictorialService,SignalCorps

(注)下 記の文 書を基礎資料 とし、米国 国立公 文書館 で別途 に調査 した フィル ム リス ト・カー ド9

に より晶 部補足 、補正 して作成 した。
。"AudiovisualR㏄ordsintheNationa11猛chivesoftheUnitedStatesRelati㎎

toWorldWarH"{NATIONALARCHIVESANDRECORDSSERVICES,1974)
・"Do(㎜ntaryFilmClassics一 一一producedbytheUnitedStatesGove㎜t脚

(NATIONALAUDIOVISUALCE㎜ER,1986}

(備考)「 我 ら何 故戦 うか」 シ リーズ中の2作 品(r英 国での戦 い』、rロ シアでの戦い』)

を除 き、いずれ も大阪大学人間科 学部教育 制度学 研究室 で複製品(%イ ンチ 照 また は16mm

フ ィルム)を 所蔵 して いる。

応 し,長 期 間 に わ た り多 数 の 映 画 製 作 を 継 続 した の は,陸 軍 省 で あ った が,そ の作 品 群 の 中

で も,充 実 した ス タ ッ フが投 入 され,体 系 的 な製 作 を 貫 き,し か も米 国 民 の大 多 数 な い し同

盟 国 ・被 占領 国 の市 民 の 目 にふ れ る機 会 が 多 か っ た と み られ る ドキ ュ メ ン タ リ ー映 画 は,

『我 ら何 故 戦 うの か』(WHYWEFIGHT:全7本),『 汝 の 同 盟 国 を 知 れ,汝 の 敵 国 を 知 れ 』

(KNOWYOURALLIES,KNOWYOURENEMIES:予 定7作 品 中,完 成3本)の2シ リー

ズで あ っ た(資 料2参 照)。 「我 ら何 故 戦 うか 」 シ リー ズ(全7本)が 比 較 的 順 調 に製 作,公

開 が 進 み,国 民 の意 識 変 革 に相 応 の役 割 を果 した の に対 し,「 汝 の 同 盟 国 ・敵 国 を 知 れ 」 シ

リー ズ(全7本 を予 定)は 難 航 し,ス タ ッ フの一 部 交 替 や計 画 の 遅 延,中 止 を 余 儀 な く さ れ

た 。'42年 に準 備 が 始 め られ,翌 年 に英 国 編 が完 成 し幸 先 の よ い ス タ ー トを切 った が,以 後 途

絶 え,戦 局 の帰 趨 が 決 定 的 と な った'45年 に至 って,よ うや く 日本 編,ド イ ツ編 が 日の 目を 見

た もの の,当 初 の計 画 に あ っ た カ ナ ダ,オ ー ス トラ リア,ロ シ ア,中 国 編 の4本 は,未 完 の

ま ま に終 っ た。

焦 点 の明 確 な 「我 ら何 故 戦 うか 」 シ リー ズ に比 べ,「 汝 の 同盟 国 ・敵 国 を 知 れ 」 シ リー ズ

は,当 該 国 民 に関 す る内 的 側 面 ま で深 め る こ とが不 可欠 で あ る こ とか ら,素 材 の収 集,選 択,

吟 味,構 成 の,い ず れ に お い て も,慎 重 で周 到 な 対応 が 求 め られ,調 整 の た め手 間 取 った の

は む しろ 当然 の こ とで あ った 。 大 幅 に遅 れ て 完 成 に漕 ぎつ け た2本 の 敵 国 編(日 本,ド イッ)

に つ い て は,戦 略 的 に は早 期 の利 用 開始 が 望 まれ た はず で あ っ た が,国 民 性 を 具 体 的 に い か

に結 論 づ け,説 得 あ る映 像 で そ れ を表 現 す るか にっ いて 厚 い壁 に遭 遇 して い た で あ ろ う こ と
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は想像に難 くない。事実,完 成された両作品には,日 本軍のマニラからの敗走時において犠

牲となった多数の民間人の痛ま しい情景(『 汝の敵 日本を知れ』),連 合軍の先遣部隊が ド

イッでとらえた強制収容所の惨状(『 これが ドイッだ』)が 大 きくクローズアップされ,戦 争

の進行に伴って次第にあらわになった 「敵国」の輪郭か ら国民性 に近接す る糸口を見 出 し,

行き詰まり状態か ら急転 して完成に持ち込めた事情を察知することができる1%し たがって,

両作品は,シ リーズ製作開始時の趣旨から離れ,む しろ,占 領後をも視野に入れ,そ れに至

る必然性と占領政策の方向を示唆することによって,そ れに即 した利用を見込んで製作がな

されたものといえる。

2.二 っ の ドキ ュ メ ン タ リー 映 画

米 国 陸 軍 省 が 第 二 次 世 界 大 戦 末 期 に製 作 した 『汝 の敵 日本 を知 れ』(KnowyourEnemy:

Japan)と 『これが ドイ ッだ』(HereisGermany)は,i当 時 の米 国 の対 日 ・対 独 観,対 日本

人 ・対 ドイ ッ入 観 を,映 像 に よ っ て示 した代 表 的 な 公式 記 録 と して 史 料 的価 値 を有 す る に 止

ま らず,戦 争 終 結 に続 く占領 政 策,さ らに は,そ の後 の 日米 ・独 米 関 係 を 理 解 す る上 で 有 効

で あ る。 と い うの は,占 領要 員(軍 政 官)と して両 国 の 各 地 に配 置 され た米 兵 に は,派 遣 に

先 立 ち,映 画 に よ り予 備 知識 が 与 え られ た が,そ の 「教 材 」 の一 つ と して広 く用 い られ た の

が 同 映 画 で あ り,彼 らに と って 両 国 人 の生 活,意 識 行 動 に 関 す る,数 少 な い 最 新 の情 報 源

で あ っだ')。 そ れ だ け に,の ち に,両 国 行 政 官,両 国 人 一 般 に 接 す る 行 動 に影 響 を 及 ぼ して

いた の み な らず,引 き続 いて 米 国 社 会 の市 民 レベ ル で対 日 ・対 独 観 の潮 流 を形 成 して い た と

思 わ れ るか らで あ る。 同 映 画 を分 析 す る にあ た り,ま ず,本 項 で 内 容 の概 要 を と らえ た後,

次 項以 降 にお いて,多 角 的 な 考 察 を通 じて その特 色 と意 味 を明 らか に す るが,そ の 際,占 領 開

始 後 に,両 映 画 の続 編 に 似 た 形 で 製 作 され た 『ドイ ッで の君 た ち の仕 事 』(YourJobinGer-

many,1945),「 日本 で の我 々 の 仕 事 』(OurJobinJapan,1946)を 関 連 映 画 と して 対 照 し,

考 察 を 深 め る こ と を期 した い。

まず,『 汝 の 敵 日本 を知 れ』 は,上 映 時 間62分(16粍 フ ィル ム,白 黒,2巻)で,そ の 大

部 分 は,過 去 に撮 影 され た多 数 の映 画 フ ィル ム か ら構 成 され,一 部 に ア ニ メ ー シ ョ ンが 挿 入

され て い る。 ま た,ご くわ ず か で は あ る が,こ の映 画 の た め に新 た に 撮 影 さ れ た シ ー ンが,

主 と して 場 面 転 換 のっ な ぎの部 分 に 加 え られ て い る。 素 材 フ ィル ム は,米 軍 が前 線 で 撮 影 し

た 実 戦 記 録,戦 時 中 に敵 国 か ら押 収 した フ ィル ム の 外,公 的 フ ィル ム保 存 機 関 が 収 蔵 して い

る各 種 映 画 フ ィル ム か ら成 って い る。 と くに,後 者 に関 して は,彪 大 で 多 岐 多 様 な フ ィル ム

を,適 格 な 整 理,慎 重 な考 証,効 果 的 な編 集 を経 て,各 素 材 の特 色 を 生 か し な が ら新 た な 創
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資料3ド キュメ ンタ リー映画 『汝 の敵 日本を知れ』内容 の区分 とその時間配分

通算時間 所 要 時 間 内 容
(分 秒)

序文(「 日本に住む日本人」の物語。在米二世は該当せず)

タイ トル

0:53 2:53「 プ ロロー グ(日 本人 をよ く知 るこ とは、永続 的価値がある)

1 3:46 2:37 平均的日本人像(使 命感 献身、猛烈 盲信、天命、無個性)

6:23 2:22・17:32 天皇(絶 対的存在。全ての事件が由来し、派生する)

8:45 2:39 神秘的な国の起源(神 話が支配。民族の優越性の根拠)

ll:24 7:01. 国家神道と 「八紘一宇」の理念(宗 教的束縛、国家的野望)

18:25 2:07噛 科学的な日本の風土論、人種論

20:32 3:41 歴史1(サ ムライ、国家的規律 く武士道 〉)

24:13 3:30 歴 史H(キ リス ト教 の伝来 、鎖国)

26:43 2:55 歴史m(開 国と天皇の復権 皇道主義に徹する神道教義)

28:38 2:57 諸制度の近代化とその特質(上 意下達、男尊女卑)

H 31:35 2:27 ・36:53 国民生活(生 活 ・労働水準の向上に連動しない近代化)

34:02 3:05 社会構造、統治機構(4階 層の秩序を支える慰想警察)

37:07 2:00 教育制度(国 民を鋳型にはめ込む巧妙な仕組み)

39:07 3:03 対外政策(「 世界征服のための青写真」の具体化)

42:10 3:47 欧米文化の排斥(神 道公認の柔道 ・剣道 ・相撲を保護)・

45:57 1:28 情報収集と対外宣伝活動

47:25 6:53 戦争遂行の経済的基盤(人 々の汗を大砲に変える 「魔術」)

m 54:18 7:51 エ ピロー グ(「 死の行軍」、マニラの惨 状の意味す るもの)

62:09 エ ン ドタイ トル

(備考)・ 大 阪大学人間科 学部所蔵 の16mmフ ィル ム版 によ る。

・内容 に即 した便 宜上 の区分 で
、原 版 に明確 な区切 りは付 されて いない。

。通算 時間(分:秒)は 、 シ リーズ名 タイ トル表示 か らの経 過時間 を示 す。

造 的 成 果 を 生 み 出す こ とに成 功 して い る。 素 材 の選 択 と配 列 の 過 程 にお いて,文 書 資 料 と の

併 用 に よ り終 始 貫 か れ た実 証 性 は,同 作 品 の信 頼 を 高 め た の み な らず,永 続 的 価 値 を 不 動 の

もの に した とい え る。 同作 品 を 構 成 す る 内容 の 区分 とそ の 時 間 配 分 は,資 料3の 通 りで あ る。

内 容 上,大 き く3っ に区 分 す る こ とが で き,そ の時 間 的構 成 比 は,お よ そ,3:6:1で あ

る。

以 下,映 画 の流 れ に即 して大 ま か な 内 容 を 追 う こと にす る。

(1)ま ず,こ の映 画 の主 題 が 「真 の 日本 人 」 の考 察,す な わ ち,日 本 人 が何 を 信 じ,何 を望

み,そ れ を どの よ うに して手 に入 れ よ うと して い る の か を探 る こ と に あ って,そ れ を 理 解
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す る こと は,「 好 む と好 ま ざ る と にか か わ らず 」,今 後 永 い 間 にわ た って 続 く こ とが 予 想 さ

れ る 日米 関 係 に お い て,有 効 な意 味 を もっ,と 強 調 した後,典 型 的 な 日本 人 と して,日 本

兵 を 引 き合 い に 出 し,そ の思 想 と行 動 に天 皇 の 存在 と神 道 の 教 義 が 深 くか か わ って い る こ

とを 例 証 す る。 そ して,神 が か りの 日本 人 起 源論(devineorigin),日 本 民 族 の 純 血 論 ・

優 越 論,日 本 人 の死 生 観(降 伏 よ り死,「 英 霊 」 志 向)が,す べ て 神 話 に 由 来 し,そ れ に

基 づ く宗 教 的 教 義 を国 家 機 構 に結 び 付 け る役 割 を天 皇 が果 た して い る こ・とが,順 次,解 説

され る。

② こ こで,困 惑 した 表 情 の米 兵 が 写 し出 され,そ れ をバ ッ クに 「も し,あ な た が 日本 人 な

らば,以 上 の こ とを 自明 の こ と と して信 じる で あ ろ うが,こ れ らを到 底 信 じる こ との で き

な い者 に と って,日 本 と は一 体 どん な国 な の だ ろ うか」 との ナ レー シ ョ ンが 入 り,学 術 上

の成 果 を ふ まえ た 日本 の姿(過 去,現 状)が,次 の よ うに紹 介 さ れ る。 国 名 は 中 国 語 に 由

来 し,地 理 的事 情 を説 明 して い る にす ぎ な い こ と,日 本 人 の起 源 は,原 住 民 の ア イ ヌ を 中

心 と して,大 陸 系,南 方 系 が 融 合 した混 血 民族 で あ る こ と,天 皇 は,有 力 な 部 族 の首 領 が

「神 々 と の有 利 な 関係 を主 張 」(claimedtohaveinsidetrackofthegods)し て そ の 地 位

を 固 め た が,明 治 維 新 で 表 に現 れ る まで は,将 軍(大 名)の 陰 にか くれ た存在 にす ぎな か っ

た こ と,維 新 直 後(1870年)に 神 道 に 「狂 信 的 な 教 義 」(madfanaticaldoc七 〇rin)を 盛

り込 み,天 皇 の絶 対 性,他 民 族 支 配 の正 当性 の 論拠 と し,教 育 を 通 じて 国 民 へ の 注 入 を 期

した こ と,日 本 の近 代 化 は,西 洋 文 化 中 の 都 合 の よ い部 分 の み を っ ま み 食 い す る形 で,上

意 下 達 の 形 式 で 進 め られ,生 活 水 準 の向 上,民 権 の 拡 張 に は寄 与 す る と ころ が少 な い こ と,

精 神 を 束 縛 し,盲 従 を促 し,国 民 を鋳 型 に はめ 込 む た め の制 度 は,警 察 と学 校 で あ り,そ

の 支 持 基 盤 は神 道 の教 義 に あ る こ と,危 険 思 想 か否 か の 判 断 は,警 察 そ の も の に 委 ね られ

て い る こ と,学 校 は,都 合 の よ い技 能 や 知 識 を 持 つ,同 じタ イ プ の生 徒 を能 率 的 に 「量 産 」

'する施 設 で
,そ の有 様 は ス ポ ン ジ に水 を吸 い込 ま せ,吐 き 出 さ せ る様 子 に似 て い る こ と,

国 家 的 野 望 を 実 現 す る た め,戦 争 を遂 行 す る に要 す る資 金 は,家 族 労 働 に支 え ら れ た 零 細

産 業 に依 存 し,人 々 の汗 が,国 家 の魔 術 的 な や り方 に よ って 巧 妙 に軍 備 に す り替 え られ る

こ と。

(3)最:後 に,満 州 事 変 以 降 の 日本 軍 の行 動 は,「八 紘 一 宇 」 の理 念 に基 づ く世 界 征 服 の一 環 で

あ って,そ の標 榜 す る と こ ろ の平 和,希 望,共 存 な どを意 味 す る もの で は な い ことを,フ ィ

リッ ピン にお け る 「死 の行 軍 」(marchtodeath),マ ニ ラで の民 間 人 へ の 仕 打 ち を例 に示

し,か くた る 日本 軍 に対 す る行 為 は 「狂 犬 を撃 つ」 に相 当 す る 正 当 な もの で あ る と して,

勝 利 まで 戦 う こと の意 義 と必 要 を訴 え,し め く く って い る。

も う一 方 の,『 これが ドイ ッだ』 は,前 項 でふ れ た よ うに 「汝 の 同 盟 国 ・敵 国 を 知 れ 」 シ
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資料4ド キ ュメ ンタ リー映画 『これが ドイッだ』 内容 の区分 とそ の時間配分

通算時間 所 要 時 間 内 容
(分 秒)

タイ トル

1 0:29 6:35' ドイツ人の国民性を考察することの必要

9:08 (見た目とは、異なる国民性が隠れているのではないか)

7:04 2:33、 国民性を規定する伝統(我 々とは異なる伝統に生きている)

9:37 2:58 歴史1(プ ロシャ王 フレデ リックに よる 「鉄の規律 」)

12:35 4:02 歴史H(プ ロシャの首相 ビスマルクによる 「血 と鉄 の支配 」)

16:37 3:10 歴史m(プ ロシャの伝統を引き継いで成立したドイツ帝国)

19:47 5:43 歴史IV(皇 帝ウィルヘルムHの 軍事強硬策一第 一次世界大戦)

H 25:30 4:37 ・35:08 歴史V(共 和制の成立下で生き延びる旧勢力と伝統)

30:07 5:30 歴史VI(ヴ ェルサイユ条約を逆 手に とり、旧勢力復権)

35:37 3:42 歴史㎎(〈 民族の優越性と征服〉の夢を掻き立てるヒトラー)

39:19 5:26 歴史X皿(他国侵略による利益誘導と引き替えの自由の束縛)

m 44:45 5:23 戦後改革におけるドイツ国民の責務と占領軍の果た魂贈1

50:08 エ ン ドタイ トル

(備考)・ 大阪大 学人間科学 部所蔵 の16皿皿フ ィ・ルム版 によ る。

・内容 に即 した便宜 上の区分 で
、 原版 に明確 な区切 りは付 されて いない。

・通算時 間(分:秒)は
、 シリー ズ名 タイ トル表示 か らの経過 時間 を示 す。

リー ズ の一 環 と して 製 作 され て い たが,途 中 で ドイ ッが 降 伏 して しま った.ので,占 領 後 に視

座 を移 し,タ イ トル を替 え て公 開 され た。 上 映 時 間52分(35粍 フ ィ ル ム,白 黒,6巻)で,

構 成 上 の特 色 は,『 汝 の 敵 日本 を知 れ』 と ほぼ 同 じだ が,フ ィル ム 素 材 で 大 半 の 需 要 を 充

足 し,ア ニ メ ー シ ョ ンは,わ ず か 一 ヵ所 に しか使 わ れ て い な い。

同作 品 を構 成 す る内 容 の区 分 は,資 料4の 通 りで あ る。 お お ま か な 区 分 と配 列 は,『 汝 の

敵 日本 を知 れ 』 に準 じて い るが,歴 史 的 流 れ の中 に重 点 を 置 い て考 察 を 進 め て い こ う と す

る方 針 が貫 か れ,そ の 部 分 にか な りの時 間 を割 い て い る こ とが 目立 って い る。

同 映 画 の 内 容 をお お ま か に順 に追 う と,っ ぎ の よ うで あ る。

(1)タ イ トルが 消 え る と,ド イ ッ の雄 大 な風 景 や人 々 の生 活 ぶ りが パ ノ ラマ風 に 現 わ れ,ナ

レー シ ョ ンに よ り,同 国 が 「美 し く,伝 統 を 誇 り,資 源 豊 か で,近 代 的 な 国 」 で あ り,そ

こ に住 む 人 々 は,「 き れ い好 きで,高 い教 養 を持 ち,音 楽 を愛 好 し,働 き者 で あ る」 と紹 介

され る。 と,に わ か に,画 面 が 暗 転 して,強 制 収 容 所 の 惨 状 が 写 し出 さ れ,ド イ ッ人 に は,

そ の見 か け と は全 く異 な る素 顔 が 存 在 す る ので は な い か,と ナ レ ー シ ョ ンが 問 い か け る。
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そして,同 一世代に,二 度も世界を戦乱に巻 き込み,想 像を絶す るような侵略行為 と暴虐

をおこなった ドイッ人の国民性を知ることは,子 孫を第三次世界大戦から守るために必要

不可欠であり,そ れがいかなる伝統(考 え方,行 動の仕方,も の.の感 じ方)に 依拠するも

のかを ドイッ民族の歴史の中か ら解明する方針を示 し,つ ぎの段階へと移行する。

② 歴史過程の分析を通 じて,次 の諸点が順次明 らかにされる。

有力な邦であったプロシャの首相 ビスマルクの主導によって ドイッ帝国が成立 し,「血

と鉄の規律」(decidedbybユoodandiron)に よる民衆支配を土台に して他国への侵略を

繰 り返 し,そ の実績により自民族の優越性を誇 るプロシャの 「伝統」が,そ っくりそのま

ま帝国へ引き継がれたこと,第 一次世界大戦の結果,帝 国が崩壊 し共和制を布いたが,「旧

来の伝統」は巧妙に温存 され,戦 後の混乱 に乗 じて息を吹 き返 したこと,強 い ドイツの復

活を旗印に登場 したヒトラーに,ド イッ国民 は世界征服によりもたらされる筈の生活水準

の向上と優越感の夢の達成を,自 由と引き換えに託 し,泥 沼にのめ り込んだ こと。

(3>最 後に,連 合軍による占領によって,過 去の軍国主義的傾向の一掃にっいては比較的徹

底 して進められているものの,第 二次世界大戦を通 じて世界各国に多大の入的物的被害を

もた らしたことに対す るドイッの責任は,そ の基盤にある 「古い伝統」の除去によって し

か償われない。それは,ド イッ人自らの自覚 と努力によってのみ達成可能であり,そ れに

至るまでは 「潜在的敵」(potentialenemy)と して抱え込み,戦 いを続 けなければならな

いと,ド ィッ国民が緊急に取り組むべき課題を提起 して締め くくっている。

以上は,ナ レーションを土台にした内容の概要であるが,映 画は本来動 きをともなう映像

と効果音渉ナレーションの基礎部分を占めるものであることか らすれば,当 然,こ れらの要

素を含めた総合的分析へ と進めなければならない。この課題にっいては,項 を改めてふれる

ことにする。

3.ド キュメ ンタ リー映画 の手 法 と伝達効果 一 映画分析 への試 み(1)

ドキュメンタリー映画は,素 材がその特性を生かした適切な方法で表現されることによっ

て初めて息吹が与えられる。また,「言語 としての映画」の機能を十二分 に発揮 させ ること

によって,文 字や話 し言葉による伝達量をはるかに凌 ぐ情報を短時間に伝えることが可能 と

なる。異国,し かも敵国の姿を,一 定の時間枠でいかにすれば多 くの人々に伝達 し得るのか,

以下,素 材の編集,構 成の検討,音 響効果の調整などの過程において試み られたい くつかの

表現上の工夫を,『汝の敵 口本を知れ』,『これが ドイ ッだ』,両 作品中に探 ることにする。

そして,本 項の末尾において,キ ー ・シーン(keyscene)の 概念を提起 し,具 体例を示す ご
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資料5-1ド キュメ ンタリー映 画 「汝の敵 日本 を知れ』 の場面展 開表ω

分:秒 場 面 の 様 子
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1:12

1:16

7

4

7

0

3

1

4

8

6

8

0

4

6

7

1

4

5

7

9

1

5

3

4

4

5

5

0

0

0

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

3

4

4

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

舞蜜 難妻;難;lli
l灘雛 融駕禦
人形を次。と切りすてる(背 景に広沢虎造の舳 が1

流れる)③

はんてん姿の男の演技(竿 灯)②

白装束の女たちがウチワ太鼓を打ちながら行進

浅草 ・松屋デパート全景

大規模な電話交換室で働く袴姿の女子職員たち

獅子おどりをする男および集団 ③

新橋駅に到着する電車

乗り降り客で混雑するプラットホーム ②

白たすき姿で長い棒を振りながら踊る男たち ②

高架線上を走る電車

走る電車の車窓から外をながめる婦人

風の力を利用した木製楊水装置(水 田用)②

印届1職械

欧文タイプライター

足踏み式揚水水車を踏む男、背後に広がる水田

都市の雑踏を交通整理する巡査

祭の屋台でまわる、オモチャの風グルマ

兜をかぶり大太鼓をかかえて踊る男たち

街を走る路上電車
ビル街を走るバス

巡礼姿の女たちとわら草履 ②

白い着物に二本差しの男たちの行列

3:12み こしを担 ぐ男た ち

3.18海 岸に漂 う兵士の遺体

3:22街 をゆ く力士

3:26街 をゆ く洋服の二人の婦人

3:28街 をゆく和服の二人の婦人の後ろ姿と下駄 ②

我々が日本人の心情をよくわかって

薩難i懇

i蕪羅難
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3:32

3:34

3:35

3:38

3:42

弊 粥,一 に飾、れた和服に見入る洋服翻 そ姦 騰 膿 靴 維 勲
婦人たち

街をゆく力士とはんてん姿の男

祭の演物を見る和服姿の老人却ち

白ハチマキ姿で集団で踊る男たち

しているのだろ うか?

これが 、この映画の主題である。

1か轍 欝 磐惣 騨鵜
異な国民性に由来している。

(備考)・ 時間(分 ・秒)は シ リーズ名 タイ トル表示 か らの通算 時間を示す。
・丸数字 は、同場面 内 に含 まれ るカ ッ ト数 を示す 。

とにする。なお,括 弧内の数字は,フ ィルムの映写経過時間(分:秒)を 意味 し,当 該場面

が記録されてある位置を知 る上での目安として掲出した'2)。

第一は,画 像の切り替え,音 と画像と組み合わせにより,多 様性,比 較 ・対比,時 間経過

などの諸相を,効 率的に集約 して表現 しようとする試みである。プロローグ(1:37-3:

17,3:22-3:42)で,日 本入の生活環境,風 俗が,農 村 と都会 との対照において,現 音

そのままを生か した数秒単位の画面展開で目まぐるしく示され,狭 い国土 にもかかわ らず,

様々な文化を擁 し生 きている人々の様子が手際よくまとめ上げられている(資 料5-1参 照)。

また,終 盤に近い 「戦争遂行の経済的基盤」で,家 族労働に依存す る零細な工場で生産 され

る工業製品をダンピング輸出することによって得 られる外貨のほとんどが,軍 需物資の原料

購入にまわされ,庶 民の生活向上に結び付かない事情を解説する場面(49:47-50:57)に

おいて,人 々の汗が次々と大砲,戦 車,軍 艦等に 「変身」 させられるさまが,音 と画像 の交

錯により象徴的に表現され効果を高めている(資 料5-2,写 真1参 照)。 さらに,同 じ

「戦争遂行の経済的基盤」の項で,輸 出の見返 り資金で原料が購入され兵器生産がなされる

いきさっにふれた後,「 しか し,日 本が生産する最 も重要な武器 は日本兵であった」 とのナ

レーションがあ り,以 後およそ2分 間にわたって鍛鉄機の単調な作業音を背景に,そ の画像

を折 り込みなが ら,幼 少時か ら青年に至るまで絶え間なく体力と精神の鍛錬が行なわれ る画

面(50:28-52:15)が 展開 され,や がて管理 された工場か ら規格化された製品が生み出さ

れるのと同様に,単 一の行動様式を備えた兵士が続々と 「生産」されることを象徴す る画面

(製品にmadeinJapanの 刻印が押されている)で 締ぬ くくっている(資 料5-3,写 真2

参照)。

『これが ドイッだ』では,冒 頭の,ド イッ人の二面的国民性(普 段のたたずまい と戦争時

の残虐性)を 提示 した場面(0:27-7:31)と,末 尾の,第 二次世界大戦後 の改革が第一

次世界大戦後の措置 とは異なり,徹 底 した形で進行 している様子を しめした場面(46:23-

48:29)に おいて,こ の手法が活用されている。前者では,「美 しい景色をもっ国」で始まっ
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た ドイッの紹介が,途 中で劇的に暗転 し,両 者間に横たわる隔た りがいか に大 きく,理 解 し

難いものであるのかを具体性をもって提起 しており,同 映画の主題に対する関心と興味を引

き付ける役割を果 している。また,後 者 によって,第 一次世界大戦後の後始末が,い かに不

完全で旧勢力の温床 となったのか,そ れに対 して,今 回の連合軍の政策がいかに徹底を期 し

ているのかを,事 項 ごとに早いテンポでたたみかけるように提示 し成功をおさあているに止

まらず,こ れはまた,軍 国主義的傾向は一掃されるが,そ れだけでは戦後改革は片手落 ちで,

自 己変 革 が伴 わ な け れ ば な らな い こ と を,次 の 段 階 で(48:30-50:05)結 論 づ け る た めの,

有 効 な布 石 とな って い る(資 料5-4参 照)。

資料5-2ド キュメ ンタ リー映画 『汝の敵 日本 を知 れ』 の場面展開表②

分:秒 場 面 の 様 子

49:24

49:25

49:27

49:30

49:34

49:38

ナ レー シ ョン

49:45

0

2

4

7

8

2

4

6

7

9

1

3

4

6

7

8

0

1

2

3

6

5

5

5

5

5

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

懇1瓢難灘
軍服姿の係官

砲口を向ける大砲

火を噴く野砲(以 後、規則的な砲声音が挿入)

蒸気の立ち込める紡績工場で働く婦人たち

航空母艦上の空爆機

家内工業(力旺 業)に 従事する男児 ②

火を噴く軍艦の砲口 ②

漁船の船べりに並んで網揚げをする裸の男たち

土木工事(よ いとまけ)で 働く婦人たち

市中を行進する戦車部隊 ②

家内工業(紡 績業)に 従事する男児 ②

市中を行進する野砲部隊

家内工業(紙 加工業)に 従事する婦人たち

家内工業(竹 力旺 業)に 従事する男たち

飛び立づ軍用機の群れ

金属工業に従事する男たち

わら加工品を背負い、市場に運ぶ子供たち

横列に並び進む戦車群

竹細工に従事する少年たち

岸壁を離れる軍艦、はためく日章旗

横列に並び進む戦車群

市中行進する戦車群

撫欝 謄
1人・の汗は軍用徽 えら紘

1人・の汗は鞘 に変え・紘
1人。の汗は戦争に変えら撫

(備考)・ 時間(分 ・秒)は 、シ リーズ名 タイ トル表示か らの通算時間 を示 す。
・丸数字は、同場面 内に含 まれるカ ッ ト数 を示 す。
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1 2

!
罐

魍

拶慨

職
嘉

、
}
愛

3

華 諌酵、
曲!滋

・継 蝋
、、、

雛 劇 嚢門

崔 〆銑バ

弓

撫

罐 弾

4

1鋤

、

魯
壕

y
ヂ ボ

.帆 、 ・'漣 」 物 ・謡 屑

蕊 、 門陣.__ぬ

鰭 ～ 響亀

ぎ 讐鞭 嘱
,環 饗

や 　　

匹戦 報 瀞・
龍

撫 旗占n耳 欝 》

毒

群

」
4

"
鋒

脾

ザ 「伽'.、

,譲

5 6

!/贈b

写真1戦 費調達 のか ら くり

「農民,工 業 労働者 は,激 しい労働 を強 い られてい る割 りには,恵 まれず,近 代 化 が国 民 の生活

水準 の向上 に寄与 してい るとは言 い難 い(31:35-34:01)。

家族労働 に依存 して生産 され た製品 をダ ンピング輸 出 して得 た代金 で,石 油,鉄 屑,錫,ゴ ム,

アル ミな どの軍需物資が買 い求 め られ た。 こうした〈 国の魔術的なや り方 〉 に よ って人 々の汗 は,

大砲,戦 車,軍 用機 軍艦 に変え られた(48:11-50:27)」C`KnowyourEnemy:Japan")
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資料5-3ド キ ュメ ンタ リー映画 「汝 の敵 日本を知れ』 の場面展開表(3)

分:秒 場 面 の 様 子

50;29

50:34

50:36

ナ レー シ ョン

50:40

5

9

0

2

4

7

0

1

2

3

5

1

3

4

6

7

8

0

4

4

5

5

5

5

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

2

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

51:23

51:24

51:28

51:29

51:30

51:33

51:34

51:37

51:38

51:41

51:44

51:47

51:52

51:58

51:59

52:10

52:14

糠 鴛1二臨_隣 難 鱒 要
諜灘 総 欝 剛嚢難1難甥:姦
剣を手に指揮する軍服姿の男

木製銃を手に捧げ、整列する幼児たち

号令に合わせて体操をする幼児たち

鍛鉄機のピストンに叩かれる灼熱の鉄の塊

号令に合わせて体操をする児童たち

鍛鉄機のピストンに叩かれる灼熱の鉄の塊

号令をかける白帽子、白い体操服の男

号令をかける剣道着をつけた男

剣道のけいこをする裸の少年たち ②

空手のけいこをする男児たち ②

剣道の練習をする青年たち

号令をかける軍服姿の男 ②

鉄カブトをかぶり、オモチャの剣を振り回す少年

オモチャのラッパを吹く少年

欝 諜懸 鑛講1
たち

号令をする軍服姿の男と日本兵

山で崖のぼり訓練をする児童たち ②

鍛鉄機のピストンに叩かれる灼熱の鉄の塊

号令をかける男児

校庭を裸になり、集団で走る児童たち

号令に合わせて体操をする児童たち

モールス信号の聞き取り練習をする男児たち

土手を集団で走る青年たち

綱引き合戦をする児童たち ④

赤外線の照射を受ける男児たち

軍装をして、分列行進をする男児たち

空手の練習をする青年たち ③

集団で撃剣の訓練を受ける学生たち

鍛鉄機のピストンに叩かれる灼熱の鉄の塊

剣道の練習をする青年たち

難 賭 ・刻印・れ℃ つぎつぎ・蛙 ・れ1整斐畿 日本兵が突撃する準備が

(備考)・ 時間(分 ・秒)は 、シ リー ズ名 タイ トル表示か らの通算時間 を示す。
・丸数字 は、同場面内 に含 まれ るカ ッ ト数 を示す。
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1

野

4

御
遥 響

瞭 ・

翫 ∴ 饗

醗 ン∵

撫濾義
艶轡驚
轟 轟磯野

2

撫
汽
饗

憂

.

必

ゆ

㌔瓶

蔦

5

3 6

写真2「 兵士生産」 の しくみ

「日本でく生産〉 される最 も重要 な武器 は,兵 士で あった。鋼鉄 が鍛 え上 げ られ るの と同 じよ う

に少年 たち も 「狂信的 なサム ライ」 にな るまで鍛え られ,同 一規格品 が戦場 に送 り込 まれた(50:

28-52:12)」("KnowyourEnemy:Japan")
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資料5-4ド キ ュ メ ンタ リー映 画 『これ が ドイ ッだ』 の ナ レー シ ョ ン(冒 頭 部 分 と終 末 部 分)

分:秒 ナ レー シ ョ ン

0:18

0:27

0:34

0:44

0:58

1:12

1:30

1:45

1:56

2:36

2:54

3:14

3:16

3:19

3:26

3:33

3:41

4:25

5:00

5:09

5:18

5:20

5:28

5:34

5:47

5:53

6=04

6:11

6:22

(タイ トル)

これが ドイツで ある。

美 しい国、

伝統 を誇 る国、

豊かな国、

近代的な国。

ドイツ国民 は、 きれ い好 きで 、

高い教 養を もち、

音楽 を好み 、

働 き者 である。

人 々は、 この郵 便配達 、農夫 、交通

巡査のよ うに、それぞれの職責 を果 た

し、家 族を養 い、人生を楽 しんで いる

ように見える。

しか し、彼 らは、 この ような見か け

とは異なる国民性 を もってい るので は

ないか?

友好的であるはずの国民が 、世界 を

戦争に陥れるよ うな準備 をしていた。

信仰 らの厚いはずの国民が 、教会 を

破壊 し、人 々を虐 待 した。

親切であるはずの国民が、血の粛 清

を行なった。

穏やかであるはずの国民が 、拷問 や

虐殺を行なった。

これは、強制収 容所で死ん だ人 々で

ある。

この男たちは、死の寸前で救 い出 さ

れた。

「死 の工場 」で命を絶 たれ た大人や

子供 の骨の 山。

科学 の粋 を集 めたガス室、

死体焼 却炉 、

犠牲者 か ら剥取 られ た衣類、

犠 牲 となった子供 た ちが持 っていた

オモチ ャ、

犠牲 者 の皮 膚 か ら作 られ た 「芸術

品」

ドイツ兵 に虐殺 され たポー ラン ド人

ドイツ兵に虐殺 され たイタ リア人 、

ドイ ツ兵に虐殺 され たベ ルギー人 、

ドイツ兵に虐殺 され たアメ リカ人捕

虜

ここには、普段 の ドイツ人 とは異 な

る姿が見 られる。

分:秒 ナ レー シ ョ ン

46:23

46:26

46:32

46:36

46:45

47:03

47:02

47:34

47:42

47:58

48:12

48:22

48:30

ドイツの健 全な出発を阻む ものは何

か?

今 回は、前回(第 一 次世界対戦後)

とは異 なった経 過をた どっている。

第一次 大戦 の終結 は、交渉による終

結で あったが 、

今回は無条件 降伏 である。今 回は、

ドイツ国民 も疑 いもな く破 れたこ とを

知 ってい る。

前回は、軍隊がベル リン市 内を 「凱

旋」 したが 、

今回は、無敵の シンボルが取 り壊 さ

れ た。

前回は、参謀部 は生 き残 ったが、

今回は、それのみ な らず政 府高官 も
一掃 され た

。彼 らは、再 び ドイツ国民

を世界征服の企て に引き込 むことを阻

止 され るで あろう。

前回は、諸産業 は画一 的に弱体化 さ

れ たが、

今回は、軍需産 業のみがその対象 と

され た。被災 して いない工場 は、連合

軍の管理下 で操業 が認 め られている。

前回、役人 は職 に止 まるこ とができ

たが 、

今回はナ チが追 放の対象 となった。

前回、皇帝 をは じめ 、指導者 の多 く

が国外に逃亡 したが、

今回は、戦犯裁判 によ り裁 かれ る。

前回は、戦後、教育 に手が加 えられ

なか ったが 、

今回は、 ナチの教義 が払拭 され 、新

しい教科書が、 ドイツ人以 外の指導 で

準備 されて いる。

前回は 、小範囲 の地域 のみ が占領 さ

れ たに過 ぎなかったが、

今 回は 、全土 が連合軍 の占領 下に置

かれ ている。

前 回は、これ が政 府であったが、

今 回は、この連 合軍総 司令部 が政 府

で ある。

我 々は、解放者 としてやって来 たの

で はなく、征服者 としてやって来た。

今回の 占領 は、十年 、二十年 、いや 、

場合 によっては、永久 に続 くかも知れ
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6:32だ か ら、 ドイツ人 の国民性 を調べ る

必 要があ る。 同一世代 に二度 も世界 を

戦乱 に陥れ た ドイツ人の国民性 を。

6:44そ うす ることこそ、第三 次世界大戦

に我 々の子孫 を巻 き込 まない ための要

件 であ る。

6:49子 供や音楽が好 きで、勤 勉な ドイ ツ

人が 、なぜ 、暴虐 、侵 略、ガス室 と結

びっ くのか。

この謎 を解 く必要 がある。

ない。

48:43そ の期間は、 ドイ ツ人 自身が決定す

ることになる。

48:45と いうの は、 自らの責任 を果 し得 る

ように なれば、我 々は直 ちに撤退す る

か らであ る。

48:56我 々は、過去のみ ならず未来におい

て 、ヒ トラー、ナチズ ム、軍国主義 を

除去 し得 るが、 フレデ リック、ビスマ

ル ク、カイザーの、歴史的伝統を除去

す るに及ぶ ものでは ない。

49:10そ れは、 ドイ ツ国民 自らの手に委ね

られてい る。

49:12そ れを実行す るまで は、彼 らは、文

明に対する 「潜 在的敵」を抱 える こと

になる。

49:19そ れ が実行 され て初 めて 、この人 々

の よ うに社会の一員 としての地位 を占

める ことが出来 、 ドイツ人 は、家 に帰

った ときのよ うな、 くつ ろぎを覚 える

こ とが出来 るであろ う。

49:30そ して、その ときこそ、美 しい国 、

文化の国 たる ドイツが 、世界の平和国

家 の仲間入 りをす ることが出来 るので

あ る。

(備考)・ 時間(分 ・秒)は シ リーズ名 タイ トル表示 か らの通算 時間を示す。

以 上 の5例 に お い て は,い ず れ も,目 ま ぐ る し く変 わ る画 像 と効 果 音 が主 座 を 占め,ナ レー

シ ョン は,極 端 に寡 黙 とな るか,立 場 を大 き く後 退 させ て い る。

『汝 の敵 日本 を 知 れ 』 で よ く使 わ れ て い る 「例 示 」 の多 く も,基 本 的 に,こ の手 法 に則 っ

て い る。 こ こで は,ナ レー シ ョンが 通 常 の 程 度 挿 入 さ れ て は い るが,あ くま で も補 助 的 立 場

を保 ち,や は り画 像 と音 が 決 定 的 役 割 を演 じて い る。 神 道 の 伝統 に由 来 す る行 動 様 式 が,日

本 人 の 日常 行 為(箸 の持 ち方,茶 道,華 道,作 法,礼 法 な ど)に 強 い 影 響 を 及 ぼ し て い る こ

とを示 した場 面(14:04-37),日 本 人 の立 ち 振 る舞 い に認 め られ る特 色(外 交 交 渉 に お け

る欺 隔 性,日 本 兵 の突 撃精 神,穏 健 か ら激 昂 へ急 変 す る態 度)が,柔 道,剣 道,相 撲 の 基 本

パ ター ンと整 合 して い る と説 明 して い る場 面(44:45-45:57)が ,こ れ で あ る。 お そ らく,

話 し こ とば や 文 字 だ けで は,短 時 間 に これ だ け の趣 意 を具 体 性 を 伴 って 伝 え る こ と は,と う

て い不 可 能 で あ ろ う。

第二 は,ア ニ メ ー シ ョ ンの 活 用 に よ る実 写 映 像 の補 完 とわ か り や す さ 追 及 の試 み で あ る。

陸軍 省 企 画 の 二 つ の シ リー ズ は,と もに ア ニ メ ー シ ョンの手 法 を 重 視 し,ウ ォ ル ト ・デ ィ ズ

ニ ー の 全面 的 な 支 援 の下 に作 品 中 に活 用 して き たが ,『汝 の敵 日本 を 知 れ 』 は,最 も そ の
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頻 度 が 高 い部 類 に属 し,長 短20件,40場 面 が 挿 入 さ れ,60分 余 の 映 写 時 間 の7%(4分30秒)

を 占 めて い る。 しか も,他 の作 品 は,地 図 を 主 体 と した比 較 的単 純 な もの が 多 か っ た の に 対

し,同 作 品 で はか な り高 度 な手 法 を用 い,き あ の細 か い考 証 が な され て お り,ひ と き わ異 彩

を 放 って い る。

歴 史 の 過 程 に お け る天 皇 の立 場 の変 化(20:37-59,23:05-11,27:22-55),「 八 紘 一

宇 」 の 由 来 ・意 味 と具 体 化 の経 緯(15116-39,39:07-13,69:20-23,39:59-40:18,

40:33-37)は,い ず れ も,古 い神 話 を根 拠 に成 り立 っ て い た特 殊 な事 情 か ら,具 体 的 で 説

得 性 に 富 む 映 像 素 材 を 欠 いて い た の は 当然 で あ った が,し か し,日 本,日 本 人 の理 解 に は 不

可 欠 の部 分 で あ った た あ,調 査,考 証,作 図 に万 全 が期 せ られ た も の と見 られ,簡 潔,明 瞭 『

に ま とめ 上 げ られ,複 雑 な主 題 の 理 解 に大 き く寄 与 して い る(写 真3,6参 照)。

同 様 に,天 皇 の絶 対 的 で 神 聖 不 可 侵 な権 限 を,西 欧 諸 国 の元 首 と教 会 代 表 の 権 力 を 併 せ た

もの に 相 当 す る と,比 喩 的 に 示 した動 画(6:40-7:14),日 本 民 族 の 由 来 が,ア イ ヌ,大

陸 系,南 方 系 の混 血 にあ る こ とを 巧 妙 な画 面 転 換 で示 した動 画(20:04-32),一 般 大 衆 が

「霊 」(神 道 教 義)と 警 察(思 想 警 察)に よ って,常 に厳 しい 監 視(精 神 的 な束 縛)下 に 置 か

れ て い る こ と を描 い た動 画(35:18-32)に つ いて も,い か な る多 弁 の ナ レー シ ョン を も し

の ぐ,説 明効 果 を 呈 して い る(写 真4,5,7参 照)。

これ と対 称 的 に,『 これ が ドイ ッだ 』 は,わ ず か に,プ ロ シ ャが ドイ ッ帝 国 に 「変 身 」 す る

様 子(プ ロ シ ャの文 字 が くず れ て,帝 国 の シ ンボ ル に 代 わ る)を 描 い た1件(16:52-57)

が挿 入 さ れ て い るに過 ぎな い。 これ は,お そ ら く,「 汝 の 敵 日本 を知 れ』 の 場 合 と異 な り,

同 じ西 欧 文 化 圏 に属 す る事 情 か ら,内 容 の説 明 に 困 難 が 少 な か った こと,ま た,フ ィ ル ム素

材 が は る か に豊 富 で ア ニ メ の手 段 に訴 え る必 要 が なか った こ と,な どに よる もの と思 わ れ る。

第 三 は,ク ロ ー ズ ア ップ(close-up),ズ ー ミン グ ア ップ(zooming-up)お よ び 同 一 系 統

素 材 の反 復 提 示 の手 法 に よ り,焦 点 を 明示 し,問 題 の所 在 の確 認 を促 す 試 み で あ る。 ドキ ュ

メ ンタ リー映 画 の流 れ に あ って,こ れ らは さ りげ な く表 わ れ,主 題 の展 開 が 目 ま ぐ る し け れ

ば 目 ま ぐる しい ほ ど,や や もす れ ば埋 没 しが ち で はあ るが,演 出者 の 姿勢,立 場 が よ く反 映

され る部 分 で あ る とい え る。 換 言 す れ ば,同 映 画 の 製 作 者,ひ い て は,米 国 民 が,日 本 人 や

ドイ ッ人 の行 動 の い か な る部 分 に興 味 と関 心 を示 し,ま た,反 感 と不 信 を 抱 くの か の 手 掛 か

りを つ か む こ とが 出来 るで あ ろ う。

ク ロー ズ ア ップ,ズ ー ミング ア ップ に っ い て は,一 般 論 と して は上 述 の 通 りで あ る が,本

稿 で取 り上 げ た既 存 の 素 材 を 構 成 して製 作 す る ドキ ュ メ ン タ リー映 画 の 場 合 に は事 情 を や や

異 に す る。 撮 影 の 段 階 で 自 らの必 要 か らそ れ らの手 法 を駆 使 す る こ とが で きず,多 くは 素 材

中 に偶 然 見 か け る該 当 場 面 に依 存 す る外 な い か らで あ る。 た だ,『 汝 の 敵 日本 を知 れ』 で,



ドキ ュ メ ン タ リー 映 画 論 25

1

2

4

5

36

写真3支 配構造 の推移

「西洋紀元 の初 め,部 族 の有力な首領が実権 を握 り,神 々 との有利 な関係 を主張 して天皇 とな っ

た。 〔1～2〕

しか し,当 初,天 皇 の力は弱 く,他 の有力 な部族く大名〉 との力のバ ランスによ って支配 関 係 が

保 たれて いた。(20;35-21=01)〔3〕

将軍 の地位 を目指 し,大 名 たち は血み どろの戦 いを続 けた。 将軍 の地位を得 た者 は天皇 の名 を借

りて国 を統治 した。(22:47-23=14)〔4〕

鎖国 の眠 りか ら目覚 めた将軍,大 名 たちは,国 を統一 す る中心人物 と して明治天 皇 を擁立 し,そ

の側近 と して の地位 を確保 した(27:16-55)〔5～6〕 」("KnowyourEnemy:Japan")
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1 1

2 2

3

写 真4日 本 人 の起 原

「神 聖 な起 原 を もっ と い わ れ る 日本 人 だ が,

実 は,原 住 民 の ア イ ヌ に,大 陸 や南 方 か ら渡 来

した 種 族 の融 合 した もので あ り,単 一 で 純 潔 な

民 族 で は な い」(19=56-20=35)("Know

yourEnemy:Japan")

3

∠

「

・

懸

〆
鐡

嘘

讐
菰

写 真5天 皇 の地 位 と権 限

「日本 人 に と って,天 皇 は神 聖 不 可 侵,超 自

然 的 な存 在 で あ り,そ の 力 は,た とえ て言 え ば,

米 国 の大 統 領,英 国 の 首 相,ソ 連 の 首 相 に,パ

ウ ロ法 王,カ ン タベ リー大 司 教,ロ シ ア正 教 会

総 主 教 を そ れ ぞ れ併 せ た 者 に相 当 し,あ ら ゆ る

権 力 の頂 点 に立 っ(6;40-7;00)。 日本 の

出 来 事 は,す べ て 天 皇 自 身 に 由来 し,天 皇 か

らす べ て が派 生 す る(8=15-23)」("Know

yourEnemy:Japan")
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写真6日 本 の対外政策 の根拠

「〈八紘一宇〉は,神 武天皇が発 した〈世

界を帝国 の支配 に置 くべ し〉 との神勅 に基

づ くといわ れ,日 本 の国家的野望 の根拠 と

され た(15:16-47)。 満州 事変 以来,日

本 は,こ の方針 に即 して,世 界 の物 的,人

的資源 を次 々と ものに し,世 界征服 を 目論

んだ(41:17-42:07)」("Knowyour

Enemy:Japan")。

1

2

、無 一

、.騰 縫 勢

轍 ウ ヒ

。蔀

旛譜

灘惣襲寧
3

攣ぐづ

ぐ

み!
ぽ ～継ボ㌧ パ
" 甑終 一

蝿
礪 離 轟 ㌔ 譜-

～ ～ ,,

霧 穫喉細
藝 鳳驚

ぎ 噸 犠

紙,

騰 ㍗ β

、ヵ芯・9藤

艦 ・ σ

暢 メ 廠爵

写真7国 民 の精神支配の構図

「国民 は,無 数 の死者 の霊によ って絶え

ず天皇 への忠誠や神道の教義 の遵守 が見張

られ る。霊を信 じない者 のためには思想警

察があ り,独 自に危険思想 を判断 し,逮 捕

する(35:18-36:03)」("knowyour

Enemy:Japan")
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3ヵ 所 で 使 わ れて い るズ ー ミン グア ップ は,検 討 に値 す る。 い ず れ も米 国 側 で 補 充 撮 影 し た

部 分 で あ り,製 作 者 の 意 図 とね らい が十 分 反 映 され て い るか らで あ る。3シ ー ンの内,2シ ー

ンは 日本 刀 を扱 った もの で あ り,残 る1シ ー ンは天 皇 を取 り上 げ た もの で あ る。 同映 画 の 冒

頭 部 分,タ イ トル に続 く トップ シ ー ンに,い き な り,目 隠 しを され 地 面 に 座 ら さ れ て い る米

兵 に 日本 人 が 日本 刀 を振 りか ざ した報 道 写 真('45.5.2付,DailyNews)が 大 き く ズ ー ミ

ン グ ア ッ プ され,引 き続 い て,軍 服 姿 の男 が 日本 刀 で ワ ラ人 形 を っ ぎっ ぎ と切 り捨 て る舞 台

実 演 が写 し出 され る(1:03-36)。 こ の 意 表 を っ い た オ ー プ ニ ング か ら,製 作 者 た ち が,

日本 刀 を介 して現 わ れ る 日本 人(日 本 兵)の 心 情,行 動 に強 い シ ョ ッ ク と不 信 を 抱 き,「 製

作 活 動 の始 点(入 口)」 とな って いた こ と を察 知 し得 る。 この こ と は,作 品 の 中 盤 で,日 本

刀 が ハ ラキ リとい う自殺 行 為 に使 用 され るに 止 ま らず,庶 民 に 対 す る試 し切 りや 娯 楽 の手 段

と して,い わ ば,欲 望 の は け 口 と して乱 用 され て い る事 実 を,日 本 側 の フ ィル ム を 用 い る こ

とに よ って 強 調 し(21:28-36,22:16-33),さ らに,終 盤 で,マ ニ ラ の 「死 の行 軍 」 に お

い て衰 弱 しき っ た捕 虜 を縛 り付 け,日 本 刀 を 振 り か ざ して 襲 い か か る 日本 兵 の 懐 惨 な場 面

(再 現 絵 画)を,再 び ズ ー ミン グア ップ で取 り上 げ(55:20-26),結 局,こ れ が 同 映 画 の 締

め く くり と して の 重 要 な部 分 を 占 め て い る こ とか らも うか が え る。 一 方,天 皇 の ズ ー ミ ン グ

ア ップ は,タ イ ム誌 が 天 皇 の 写 真 を 表 紙 に掲 載 した こ とに,日 本 政 府 が厳 重 な 抗 議 を 行 な っ

た との,天 皇 の神 格 化 を あ ぐる場 面(8:02-11)に お い て で あ った 。 しか し,天 皇 に対 す

る製 作 者 側 の 関 心 の大 きさ は,ズ ー ミ ング ア ップ に よ って で はな く,関 連 素 材 を頻 繁 に取 り

上 げ る手 法 に表 わ れ,同 一 素 材 と して は抜 き ん 出 て多 い,16場 面(通 算2分55秒)に 登 場 す

る。 日本 で 製 作 され る映 画 に現 わ れ る機 会 が 究 め て 少 な い素 材 で あ る事 情 を勘 案 す れ ば,素

材 中 か らの 採 択 率 も,相 当 高 率 で あ った こと が予 想 さ れ る。 も ち ろん,製 作 者 の 関 心 は,画

像 に再 現 され る姿,そ の もの に あ るの で は な、く,日 本 人 の思 想 と行 動 を規 制 す る構 造 に近 接

す るた め の有 力 な 手 掛 か り と見 な さ れ て い た こ と は言 う まで もな い。

同 映画 中 に は,人 々 の 日常 生 活 の 様 子 もよ く取 り上 げ ら れ て お り,素 材 の総 体 と して は,

上 記 の天 皇 に関 す る素 材 を は る か に凌 駕 す る。 しか し,そ の視 点 は,常 に 上意 下 達 に 終 始 す

る数 々 の 集 会,寄 り合 い に か り出 され(10場 面,2分21秒),権 力 者,権 威 者,目 上 の 者,男

性 お よび そ の 象 徴 物 に敬 礼,服 従,挨 拶 を 習 慣 づ け られ(9場 面,14分10秒),「 八 紘 一 宇 」

達 成 の 名 の も とに,ひ た す ら働 き,学 び,戦 い(9場 面,11分49秒),そ して,こ と あ る毎 に

バ ンザ イ と国 旗 掲 揚 に よ り忠 誠 と翼 賛 の 証 を 示 す こ と に追 わ れ る(7場 面 ,1分57秒)な ど

の よ うな,国 家 機 構 の 末 端 に位 置 す る人 々 の 日々 の生 活 実 態 を 追 う こと に置 か れ て い る こ と

か ら,そ の 具 体 的 行 為 の中 か ら,「 す べ て が 派生 し,由 来 す る」(Fromhimallthingsdrive,

andinhimallthingsexist.8:15-23)天 皇 の影 を 見 出 そ う とす る こ と に製 作 者 の究 極 的
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意 図 が あ り,い わ ば,こ こに 「製 作 活 動 の 終 点(出 口)」 が あ っ た こと を知 り得 る。

一 方
,『 これ が ドイ ッだ』 で は,米 側 が撮 影 して 素 材 中 に ク ロ ー ズ ア ップ,ズ ー ミ ン グア ッ

プ の手 法 を用 い た箇 所 は見 当 た らな い。 既 存 素 材 を編 集 す る こ とに よ って 製 作 さ れ る ドキ ュ

メ ンタ リー映 画 に お い て,こ の種 の場 面 を評 価 す る こ との 限 界 につ い て は,既 に 述 べ た通 り

で あ るが,同 映 画 中 に は,製 作 者 が意 図 的 に既 存 の 素 材 中か ら ク ロー ズ ァ ップ部 分 を 選 ん で

使 用 した と見 られ る部 分 が あ る。 若 い兵 士 の 緊 張 し切 った,し か し無 表 情 な ク ロー ズ ア ップ

(6:56-7:10,8:24-42,45:25-32)と,集 会 で ヒ トラー に歓 呼 を 浴 びせ る,思 い 詰

め た よ うな 少 年,少 女 の ク ロ ー ズ ア ップ(43:43-48)で あ る 。 そ れ ぞ れ 短 時 間 で あ る が,

効 果 的 な編 集 処 理 が な さ れ て い る。 いず れ も 「意 志 の勝 利 』 な どの 画 面 か らと られ た素 材 と

見 受 け られ る。 お そ ら く,原 版 で は,忠 誠 心 の あふ れ た,熱 狂 的 な ナ チ 支 持 者 と して 撮 影 さ

れ た の で あ ろ うが,そ の 流 れ か ら切 り放 さ れ た,彼 ら,彼 女 らは,何 と虚 ろで,く た び れ切 っ

た 表情 を して い る こ とで あ ろ うか。

また,同 作 品 中 で 同一 系 統 素 材 を繰 り返 し使 用 す る こ と に よ り,主 題 の 展 開 に 有 効 に寄 与

して い る部 分 は,国 民 を,侵 略 を志 向 す る 「伝 統 」 の鋳 型 に は あ込 み,対 外 行 動 を 順 次 具 体

化 して ゆ く過 程 を扱 っ た場 面(17場 面,24分39秒),お よ び,そ れ に対 す る国民 の 姿勢 対 応

(盲 従,追 随,甘 受,協 力,参 加)に 関 す る場 面(9場 面,3分16秒)で あ る。 前 者 に よ って, ,

国家 指 導 者(ビ スマ ル ク,カ イ ザ ー,ヒ トラー)が,ム チ(粛 正,弾 圧,処 罰)と ア メ(他

国 か らの収 奪 に よ りな され る利 益 誘 導)を 使 い分 け な が ら,国 民 の行 動 の統 御 とそ の固 定 化

を図 り,』成 功 を 収 め た こ と,そ して,後 者 に よ って,国 民 の 多数 は 被 害 者 の よ う に 見 え な が

ら,実 は,他 国(被 征 服 国)に 対 す る関 係 に お い て は,国 家 指 導 者 と 同 じ立 場 に あ り,加 え

て,ワ イ マ ー ル共 和 制 下 の民 主 主 義 の 崩壊 ナ チ に よ る国 家 制 覇 に関 して は,意 識 的 な 参 与

を して い た事 実 関係(29:50-56,40:17-32)を 示 し,の ち に展 開 す る国 民 責 任 論 へ の 材

料 提 供 を試 み て い る。 これ らの合 間 に,い か に も ドイ ッ人 ら しい 人物(郵 便 配 達,農 夫,交

通 巡 査)の 普段 の 姿 を 紹 介 した同 一 画 面 が繰 り返 し挿 入 され(2:53-58,6:22-29,49:

19-27),底 流 にあ る伝 統 的 体 質 の無 気 味 さ を浮 き彫 りに す る上 で 際 立 っ た 効 果 を も た ら し

て い る。

最 後 に,キ ー ・シー ン(KeyScene)に つ いて 触 れ て お きた い。 文 章 に 表 現 さ れ る概 念 の

全 部 な い し一 部 を代 表 す る キ ー ・ワ ー ド(KeyWord)の 用 法 が あ る の と 同 様 に,映 画 に お

い て も,映 画 全 体 な い し シー クエ ン ス(sequence)単 位 に,表 現 しよ うと して い る イ メ ー ジ

を 象徴 的 に代 表 す る場 面 を キ ー ・シー ン と して 位 置 づ けた い。 それ は,必 ず しも,製 作 者 の

意 図 を 現 わ す もの で は な く,視 聴 者 の 受 け止 め方 を示 す に す ぎな い が,本 来,ド キ ュ メ ン タ

リー 映 画 は視聴 者 が そ こか ら製 作 者 の主 張 の如 何 な る部 分 に共 鳴 し,い か な る示 唆 を得 た の
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写 真8キ ー ・シ ー ン:「 急 ご し らえ の権 威 」

「日本 人 に と って,目 上 の者 に服 従 す る こ と

が 教 え られ るべ き最 も大 切 な美 徳 で あ る(38:

41-51)。 新 しい文 化,思 想 は,上 か ら国 民 へ 与

え られ る(30:27-37)。 日 本 で は,正 邪 の 区

別 よ り も,単 に,権 威 や 目上 の者 に 従 順 で あ る

か 否 か が 問 わ れ る(31:05-31:12)」("Know

yourEnemy:Japan")

写 真9キ ー ・シ ー ン:「 暴 走 した伝 統 」

「ドイ ッ人 は,代 々 同 じ態 度(歩 調:goose

step)で,同 じ目的(他 国 へ の侵 攻,他 民 族 支配,

収 奪)に 立 ち向 か って き た(8=50-9:37)。

ドイ ッ人 は,代 々征 服 者 と して訓 練 さ れ,伝 統

的 な中世 風 の野 蛮性 を 身 に着 けた(45:05-59)」

("HereisGermany")
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かに存在の価値 と意義をもち,視 聴者側 に成否の鍵を委ねているはずであるか ら,多 種多様

なものであっても一向に差 し支えないものの,明 確な問題意識に基づき製作 された作品であ

ればあるほど,究 極においては,製 作者の意図に限 りなく収敏 されることになろう。 イメー

ジは,断 続的なものの中にではなく,連 続 した流れの中に生みだされるものであるか ら,カ

メラ技法上の用語であるショット(shot)で はなく,そ の組み合わせによって最小限の主張

が込あられているシーン(scene)を,こ の概念の基礎単位としたい。 した・がって,そ れは単

一の ものとは限 らず,複 数による組み合わせにより構成されることもある。

さて,本 稿で取 り上げた二つの映画にっいて,上 記に当てはめると,「汝の敵 日本を知れ』

の主題(国 民性を規定する要因)は,「 急 ごしらえの権威」,「これが ドイッだ』 については,

「暴走 した伝統」なるキー ・ワー ドに集約 され,そ のキー ・シー ンは,そ れぞれ別掲 の組み

合わせ(3シ ーン構成)で 現わされるであろう(写 真8,9参 照)。 前者で,明 治維新 の際,

「神々との有利な関係」を主張 した神話 と国家権力を巧妙に結び付けて作 り上げた宗教体系

(国家神道)が,日 本国民の思想と行動を規定するものと見 なされているのに対 し,後 者で

は,プ ロシャ以来の,他 国への侵攻,収 奪による国益拡大の伝統が,ド イッの国民的意思統

一の基盤になっていると見なされている。これ らのイメージが,や がて,両 国に対す る初期

の占領政策にいかに投影されたかについては,次 項でふれる。

4.ド キ ュメ ンタ リー映画 の主張 とその意 味 映画分析へ の試 み(2)

と こ ろで,こ れ ま で み て きた 二 つ の ドキ ュ メ ン タ リー映 画 『汝 の 敵 日本 を 知 れ 』(本 項 で

は<ENEMYJAPAN>と 略 記),『 これ が ドイ ツだ』(<HEREIS>と 略記)の 描 写 が,い か

な る意 味 で,続 く占領 政 策 との 関 わ りを 提 示 して い た の で あ ろ うか。 こ こで は,同 映 画 の続

編 と もい うべ き 「日本 で の我 らの仕 事 』(OurJobinJapan:1946年.<JAPANJOB>と

略 記),『 ドイ ッで の君 た ち の 仕 事 』(YourJobinGermany:1945年.<GERMANJOB>と

略記)を も,比 較 対 照 の た め,検 討 の対 象 に加 え る。

前 項 ま で の 考察 か らうか が え る よ うに,映 画 『汝 の敵 日本 を 知 れ 』 の 製 作 の 基 本 姿 勢 は,

天 皇 制 国 家 体 制 の 基 幹 部 分 を支 え て き た諸 力(軍 幹 部,高 級 官 僚,産 業 資 本,国 家 神 道 掌 理

者)に 対 して は,か な り厳 しか った 反面,国 民 一 般 に は寛 大 で,同 情 の 傾 向 が 濃 厚 で あ っ た。,

「国 家 体 制 の妥 当性 を支 え る神道 教 義 の普 及 徹 底 を期 し整 備 され た教 育 ・警 察 制 度 に よ っ て,

国民 は〈 厳 しい社 会 制 度 の オ リの囚 人〉(prisonersabQutviciousiron-cladsocialstructure)

とな るの を余 儀 な くされ,海 外 進 出 の た めの 軍 備 を維 持 す るた あ の経 費 負 担 と人 的 要 員 の負

担 とい う大 きな犠 牲 を 負 わ さ れ な が ら,そ の 恩 恵 を受 け て い な い」(34;02-34:30,38二
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写 真10キ ー ・シ ー ン:「 民 主 体 勢 へ の協 調 」

「民 主 主 義 と は いか な る もの な の か,我 々 が,

日々 の 任 務 を 通 じて 示 そ うで は な い か(12:52
-13:19)」(``OurJobinJapan")

写 真11キ ー ・シ ー ン:「 伝 統 との対 決 」

「他 国 侵 略 の伝 統 は,影 を ひ そ め て は い る が

依 然 と して 息 づ いて い る。 潔 くあ や ま る傍 で 戦

争 の 準 備 を 抜 け 目 な く進 め る の が ドイ ッ人 だ 。

彼 ら と親 密 に な るな,警 戒 せ よ!(1:45-2

:07,9=42-10:11)」("YourJobinGer-

many")
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52-39:06,49:19-52:28)と の主 張 は,日 本 占領 が 開 始 さ れ た 直後 に製 作 さ れ た 「日本

で の 我 らの 仕 事 』 に お い て も,原 則 的 に そ の ま ま踏 襲 さ れ て い る(1:30-2:50,写 真10

参 照)。

一 方
,ド イ ッに照 準 を あ て た 『これ が ドイ ッ だ』,『ドイ ッで の君 た ち の仕 事 』 に お い て は,

「ドイ ツ国 民 の心 の 中 に は,長 い間 に,あ ま り に も深 く侵 略 や 征 服 を 志 向 す る傾 向 が 根 を下

ろ し(hadbeenplantedtheloveofaggressionandconquest),事 あ る ご とに,そ れ が 発 現

して近 隣諸 国,西 ヨー ロ ッパ諸 国 は も と より,世 界 中 を 悲 惨 な戦 渦 に巻 き込 ん で き た 。 ドイ

ツ人 の 国民 性 は,表 面 的 に は教 養豊 か で,近 代 的 な装 いを 見 せ て い る が,実 際 は,そ の 底 流

に は常 に 旧態 依 然 た る体 質(伝 統 的 な 中世 風 の野 蛮 性:traditionalandmedievalbarbaria-

nism)が 温 存 され て い る ので,決 して心 を許 して はな らな い」(45:05-46:24<HEREIS>,

8:29-11:09〈GERMANJOB>)と して,米 国 民 お よ び ドイ ッ占領 に 従 事 す る連 合 国 関

係 者 に,繰 り返 し深 甚 の注 意 を 呼 び か けて い る(写 真 雪1参照)。

この際 立 った姿 勢 の 相 違 は,二 つ の事 由 に基 づ く認 識 を根 拠 に して い た。 第一 は,日 独 両

国 民 が,海 外 進 出 に よ る経 済 的 利 益 を どの程 度 まで 与 か り得 る立 場 に在 っ た の か,第 二 は,

国 民 が 精 神 的 自立 の た め の 教 養 の 機 会 を,歴 史 的 過 程 にお いて ど の程 度 付 与 さ れ て い た のか,

と い う命 題 に対 す る認 識 で あ った。 第 一 の 命 題 につ い て は,日 本 の4階 層 構 造(天 皇 側 近 ・

軍 部,財 界,官 界,農 民 ・工 員)の 底 辺 部 分 を 占め る大 部 分 の 者 に は,植 民 地 か らの 恩 恵 は

ほ とん ど及 ば ず 中 世 並 の生 活 を 強 い られ る一 方,開 拓 要員 の 供 出 と そ の費 用 負 担 を負 わ さ れ

て い た 『(31:35-34:01<ENEMYJAPAN>)の に対 し,ド イ ッ国 民 の 場 合,巧 妙 な 手 法

に よ り,被 征 服 国 家 か らの 収 奪 され た物 資 が 豊 富 に市 場 に 出 回 り,庶 民 レベ ル ま で もの 生 活

水 準 を 押 し半 げ る効 果 を もた ら した結 果,国 民 は更 な る利 得 を 求 め て 国 家 へ の忠 誠 と奉 仕 を

誓 った(39:30-40:34〈HEREIS>),と と らえ られ た 。 第 二 の 命 題 に つ い て は,日 本 国

民 が,維 新 直 後(1870年)に 皇 国 主 義 に基 づ く教 化 方 針 が 打 ち出 され Σ3),近代 化 が 精 神 の 自

由 に 寄与 す る こ と な く,し たが って 権 力 者 の思 うが ま まに 操 られ た 「犠 牲 者 」 と して 把 握 さ

れ る傾 向 が あ った(28:21-37,38:27-39:06<ENEMYJAPAN>)の に 対 し て,ド イ

ツ国民 は,不 十 分 とは い え 地道 な努 力 に よ って教 養 文 化 の恵 沢 を浴 しな が ら,そ の 叡 智 を 狭

い 自己 欲 望 の 達 成 に捧 げ よ う と した た め 自制 心 を失 い,機 会 あ る ご と に,野 望 を もっ 国 家 指

導 者 に乗 ぜ られ る結 果 を招 い た の で あ って,無 自覚 の ま ま戦 争 に参 加 した 日本 人 よ り も,ド

イ ッ人 の方 が は るか に悪 質 で責任 が重 い(18:43-57,29:13-51,32:42-54<HEREIS>),

とい うの が 認 識 の 図 式 で あ った'4)。だ か らこそ,対 独 占領 に 臨 む 心 構 え と して は,た と え,

ナ チ は解 体 消 滅 して も,自 らの 意 思 で ナ チ に魂 を売 り渡 した大 多数 の 国 民 を 警 戒 の対 象 とせ

ざ るを 得 ず,「 我 々 は,解 放 者 と して や って来 た の で はな く,征 服 者 と して や って来 た 」(We
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havecometoGermannotasliberators,butasconquers)と の対決姿勢を鮮明(48:29-

31<HEREIS>)に し,一 方,対 日占領では,こ れ と対照的に,解 放者,教 育者 としての任

を担い,国 民の精神を束縛 してきた旧制を根 こぎに し,そ の後 に民主主義の芽が自生する

ための土壌作りを援助することに,課 せ られた役割の方向性を提示 した(11:48-12:27

<JAPANJOB>)。

『これが ドイッだ』が,『汝の敵 日本を知れ』に比べて,は るか に詳細な歴史分析を行

ない,作 品内容の大部分をそのために費や しているのは,ま もな く始まる対独 占領が,目 に

みえる軍国主義的遺産や象徴は,容 易に撤去することは出来ても,永 年にわた り蓄積,浸 透

しドイッ人の精神基盤,行 動態様を規定している部分にっいての取 り扱いが最大の課題で あ'

ることを予期 していたか らのように思われる。米国は,更 地に民主主義を植え付ける処方 は

知っていても,古 木に接 ぎ木をす る技法には,全 く経験がな く無力であることを 自覚 してい

たのであろう。 しか し,歴 史の流れを精緻 にとらえる地道な作業を経 ることによ り,「 ドイ

ツが民主主義ない し文明に対するく潜在的敵〉(potentialenemy)を 伝統的に抱 えている

ことを常に自覚 し,折 に触れて自己を客観化する視座をもっ ことが,戦 後改革 の出発点でな

ければならない」(49:12-18),と の見識を示 し,ハ ンディを巧妙に克服 した。史上,幾 度

となく繰 り返されてきた 「背信」に手をやいた苦肉の策であった。たとえ,直 接軍政下で効

率的に再建に手を貸 したとしても,結 果が過去と同じ軌跡をたどるようでは報われなかった。

この映画を見て,占 領地 に赴 く連合軍関係者は,心 強い拠 り所を得 る思いであ った ことだろ

う。

これに対 して,『汝の敵 日本を知れ』 は,神 道,天 皇など日本人の行動を規定 している権

威の本質とそれを支えている政治,経 済,社 会構造の解説に主力が置かれ,内 容的には理解

し難さを強調 しなが らも,そ れを掌握することで日本国民の行動の帰趨を左右 し得るといっ

た,単 純な構図 となっている。対独占領軍関係者に比べ,対 日占領関係者 は,こ の映画を見

ることによって,お そらく,よ り積極的な活動が期待されていると感 じとったことであろう。

同映画は,こ の種の映画では珍 しく16ミ リ版で製作がなされている。画質の維持 と劇場での

公開を顧慮 して,35ミ リ版で製作されるのが普通であったが,敢 えて,こ のよ うな措置が取

られたのは,太 平洋戦線において新開発の映写機(ナ トコ社製16粍 映写機)が 急速に普及 し,

兵士への情報提供 と娯楽に活用 されていた実態に即 して,そ の利用を見越 しての措置であっ

たと見 られ,や がて,戦 線から直接 日本占領のため各地に配置される予定の多 くの米兵に対

し,こ の作品を試聴する機会が予あ準備 されていた結果 に外な らなか った。事実,の ちに,

占領軍の一兵卒にいたるまで,程 度の差はあれ,日 本の歴史,風 土,国 民性 に通 じていた者

が少なくなく,と くに,天 皇,国 家神道などに対する敏感な対応に,そ の形跡を見 ることが
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出来 る15)。

「これが ドイッだ』は,占 領開始後,米 軍占領地区を中心 に,劇 場を初め,学 校,工 場な

どで公開され,一 般国民が広 くその内容に接する機会を得た16)。実写 フィルムにより,ド イ

ッ民族の戦いに明け暮れた歴史を追った描写は,ド イッ国民に対 して も,「潜在的敵」の存

在を自覚せ しめる役割を果した。 しか し,『汝の敵 日本を知 れ』 については,そ のような

機会は用意されず,こ の映画は日本人 にとって,全 く無縁の代物で しかなかった。戦闘の終

了で無用 となった,前 記の軍用映写機(ナ トコ)は,ほ ぼ全部(2,000台)が 日本人の再教育

用として各都道府県に貸与,配 置 されたが,例 のフィルムは同道 しなかった1%前 者の作品

が,一 足先に訪れた降伏の直後に製作 され,一 応,完 結 した映画の体裁を整 えていたのに対

し,後 者の場合は,な お戦闘が継続中で,末 尾に戦況報告に相当する生々 しい部分が入 って

いた事情 もあったこと(同 じシリーズものにもかかわ らず,タ イ トルの相違に,こ の間の事

情がよく現われている)に もよるが,占 領統治上,同 映画の公開が得策でないと判断 されて

いたのは明らかであった。旧指導者たちの責任を深追いすることが,そ の 「忠実なロボット」

にす ぎなかった国民一般の感情的な反発を招 き,占 領政策の円滑な遂行を損ないかねないと

する,ご 都合主義がすでに占領軍司令部内に蔓延 していた18)。

もし,こ の時点で,「汝の敵 日本を知れ』の改訂版(タ イ トルを替え,末 尾の戦況報告部

分を削除)が,全 国に張 り巡 らされていた巡回映画のネットワークを駆使 して,津 々浦々で

上映されていたとしたならば,あ るいは,自 己の行動の意味 と背景を生活実態 との関わ りの

視座か ら見っめ直 し,過 去の しが らみからの脱却を図ろうとする動きが,日 本 において も芽

生え,ひ 弱な培養型ではな く,生 活基盤に根を下ろした,し たたかな民主主義 が育 っ可能性

があったのではなかろうか。同映画が,庶 民の生活感覚を重ん じて素材の選択,構 成をなし,

具体的な裏づけの下に問題を例示する姿勢を堅持 しており,多 くの国民にとって比較的身近

な,わ かりやすい傾向を もっていただけに,当 時 時代の流れを先取 りす る形で,ご く短時

間の準備で作 り上げられ,「上意下達」の裏返 しに似て,い かに も気負いにみちた日本製 の

戦争告発映画19)にくらべ,地 味なが ら,継 続性のある影響力を内包 していたように思われる。

ドイッでは,戦 後の制度改革が目立 っては進捗 しなかったものの,「 潜在的敵」 に対する

認識 と自覚を維持 し,諸 実践中に反映 させて自らのものとして定着せ しめることに努 めてい

たのに対 して,日 本では,占 領軍の指導を受け入れて目覚ましい民主制度改革を実現 した も

のの,本 来は除去されているはずであった 「潜在的敵」が,弱 体化 はされたものの温存され,

しか も,そ れに対する国民の認識は不十分のまま放置された。

日本における,文 明ないし民主主義に対する 「潜在的敵」とは,宗 教的威信(国 家神道)

に基づ く国家秩序の復権を生む火種を抱えていることであり,そ れ存否は,民 主制度存立 の
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根幹 に係わる国内問題のみならず,旧 植民地の住民に対する日本国民の認識の程度を問われ

る国際問題との関わ りを強 く持 っている。民主主義を,借 り物ではなく真に自らのものとす

るためには,ま た,東 南アジア諸国との友好的関係を維持するためには,そ れを阻害す るよ

うな要因に対 して自律的に対処するための認識と具体的行動が,国 民の共通基盤の上 に位置

づけ られ,常 に,そ れを喚起する体勢が整え られていなければならない。同時に,ド イッに

おいて 「潜在的敵」として扱われた,海 外進出をめぐる体験的戒めは,日 本 にとっても,大

陸,東 南アジア,南 西諸島へのかっての足跡をたどるとき,無 関係ではあり得ない。海外関

係の深化につれて,経 済的勝利が優先的国益と見なされるに至 ったとき,そ れを内面か ら規

制す る力は失われ,ひ たすら利潤追求の目標に向かって欲望の肥大が限 りな く突 き進 むが,

実は,そ れが海外の資源の収奪と住民の犠牲の下に成 り立ち,平 穏な生活 の享受,民 族の独

立,環 境の保全への重大な侵害 と挑戦を伴う場合が少なくない。 したがって,利 得の分与 と

更なる昂進を求めて国家,企 業への忠誠を誓い,欲 望の充足と引き換えに諸権利,自 由を譲

り渡 した個人には,そ れによってもた らされる結果に対す る責任 は免れ得ない,と いう苦 い

経験に立脚する規律であった。

既に,製 作以来,半 世紀近 くの歳月を経た古 い ドキュメンタ リー映画ではあるが,日 本人

が,か っての ドイッ人が問われたような責務の認識を迫 られている状況下におかれている今,

その内容 には,時 代の懸隔を感 じさせない新鮮さを読み取 ることができる。

5.ド キュメ ンタリー映画 の保存利 用上 の課題

ドキュメンタリー映画の製作は,与 え られた筋書 きにピッ・タリの画像を当てはめることに

生 きがいを感 じさせるようなものでも,見 たまま聞いたままを時間の流れに即 して感嘆符 を

添えて報告するもので もな く,ま た,ナ レーションの添え物として,「資料映像」といわれる,

無味乾燥な,と っておきの画像を並べ立てるものでもない。主題に即 して収集 した素材の一

つひとっを,主 題が形成 された過程をたどりながら吟味,分 析,配 列す ることによって秩序

だった主張をなす,ま さに入間的な業であり,そ こには製作者 の生 きざまが投影 される2σ)。

その過程および成果には,本 の著作や文書による研究の場合と,基 本的な相違 は認め られな

い。 しか し,ド キュメ ンタリー映画を,文 化遺産として継承 し,利 用す るたあの共通認識 と

具体的対応については,図 書,文 書資料に比べて著 しい立遅れを認めざるをえない。蓄積が

利用を促 し,利 用が創造を促 し,さ らに蓄積を豊かにしてゆく循環体系の円滑な機能 が期さ

れなければならない。

本稿において取 り上げた ドキュメンタリー映画は,戦 時下において企画 ・製作 され,し か
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も,陸 軍省が製作の主体となっていた事情に由来す る,特 有 のバイアスを有 し,必 ず しも,

豊かな発想と柔軟な構想の裏付けに立っ ものではないが,こ の制約 と限界をわ きまえれば,

素材に対する周到で緻密な調査 と分析か ら生み出された成果 は,単 に,こ の種の ドキュメン

タリー映画の嗜矢としての意味を有つのみならず,文 書資料に匹敵する映画資料の存在を世

に知 らしめた記念碑的なものとして評価に値する。豊富なスタッフと潤沢な経費に支え られ

た充実 した調査活動 と実証性に富む製作姿勢は,上 記のバイァスを凌 ぐ信頼性 と永続性を一

連の作品にもた らしているが,そ れを側面から支え,実 質的に成否を決する役割を果た した

のが,米 国でのフィルムライブライリーにおける素材の蓄積の豊富さと,そ の提供サービス

の充実ぶ りであった。

今や,ド キュメンタリー映画の媒体は映画 フィルムに止まらず広範に及んではいるが,そ

れが製作者,視 聴者,そ して両者をとりもっ媒体 の,三 者か ら成 り立 っている基本構造 は,

映画の時代といささか も変 っていない。媒体の多様化,高 性能化の如何にかかわ らず,最 も

重要なことは,ド キュメンタリー映画の製作が,先 行する蓄積の成果をふ まえ,同 時 にその

蓄積の充実に結び付 くような創造的活動たるべきための条件を整えることである2')。図書 ・

文書資料に図書館があるのと同様に,映 像文化の知的再生産の拠点 として,ド キュメンタリー

映画を収蔵する映画 ・映像ライブラリーが不可欠であり,こ とに,こ の分野における草創期

の実績の大半を担いなが ら,散 逸傾向が進みっっある映画 フィルムについては急務を要する。

ライブラリーの施設,機 能の充実 と並行 して取 り組まなければならないことは,ド キュメ

ンタリ」映画 ・映像製作を日常的なものとする実践を広 げることである。我々が,文 字を書

くことによって文字を読み取る力をより確かなものにし,伝 達手段 としての文字に主体的な

対応が可能 となるのと同様に,ド キュメンタリー映画 ・映像の製作を通 じて,氾 濫する映像

情報を主体的にとらえる態度と手法を体験を通 じて身に着けることは,基 礎教育段階で習得

すべき必須課業であるとともに,多 様な映像との関わ りをもって社会生活を営む者が,生 涯

を通 じて,さ りげなく深めるべき素養である詑)。また,研 究機関,学 校,官 庁において,研 究

著作の公表,研 究成果の発表,広 報活動に映画 ・映像利用の間口を広げ,し か も外部依託で

はなく自らの企画製作によって日常活動の中か ら生み出される実践が,そ の保存と活用によっ

て更なる発展へと結びっ くような諸条件の整備 と機運の高まりが望まれる23)。

かくして,ラ イブラリーや教育 ・研究施設において,映 画 ・映像資料が蓄積 され,日 常の

製作活動を通 じて映画 ・映像を見る目が養われれば,放 送局や映画会社に独占されがちであっ

た当該媒体の在 り方 は変質を余儀なくされ,入 間の精神の自由な発露 としての本来の機能が

発揮されることになろう。
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〔注 〕

1)ド キ ュ メ ンタ リー映 画 の要 件 が,事 実 を 取 り扱 って い る こ と,主 張 が伴 う こ との 二 点 に あ り,ニ ュー

ス映 画,紀 行 映 画,教 育 ・訓 練 映 画 ,マ ンガ 映 画 につ いて は,後 者 の要 素 の 薄 い もの は 原 則 と し て

除 外 す る.こと は,衆 目 の一 致 す る と ころ で あ る。 本 稿 で 考 察 の 対 象 と して い る ドキ ュ メ ン タ リー 映

画 は,同 分 野 の 研 究 の草 分 け的 存 在 で あ る ポ ー ル ・ロ ーサ(PaulRQtha:英 国,{(注3)の 著 書

p.51-75})に よれ ば,「 プ ロパ ンダ系 統 」 に 属 し,政 治 ・経 済 政 策 上 の 目 的達 成 を ね ら い と し,政

府 機 関 の 主 導 で 製 作 され た作 品 で,ソ ビエ トの 革 命 映 画 『戦 艦 ポ チ ョム キ ン」(Pothemkin:1925

年,SergeiEigenstein監 督)や 英 国 政 府 通 産 局(E,M.B.)フ ィル ムユ ニ ッ ト製 作 の 「流 網 船 」

(Drifters:1929年,JohnGriason監 督)に そ の源 流 を見 出 す こ とが で き る。 ロ ー サ は,こ の プ

ロ パ ガ ン ダ系 統 に 属 す る ドキ ュ メ ン タ リー映 画作 品 を,き び しい 自然 環 境 の 中 で した た か に 生 き抜
.

く人 間 の 姿 を 追 う 「自然 派 的 系 統 」(フ ラハ ー テ ィ<R.T.Flaherty>の 「北 地 の ナ ヌ ッ ク』Na-

nookoftheNorth:'22年,米 国 な ど),社 会 問 題 に鋭 い メ ス を 入 れ る 「写 実 派 系 統 」(カ バ ル カ ン

・.ティ<A .Cavalcanti>の 『時 の ほか は何 もな し』RienQueLesHeures:'26年,仏 な ど)と は

明確 に 区 別 して 位 置 づ けて い る が,製 作 者 が個 人 で あ れ 国 家 機 関 で あ れ,製 作 者 の 意 図 を 伝 達,普

及 しよ う とす る 目的 に お いて 三 者 間 に 隔 た り はな く,し か も,そ の趣 旨 か ら して ドキ ュ メ ン タ リー

映画 の す べ て が,常 に プ ロパ ガ ンダ の手 段 と して の 意 味 を も って い る と も言 え る の で,本 稿 で は,

区 分 の た め の区 分 を止 め,ド キ ュメ ン タ リー 映 画 と して の 全 体 像 の 中 で,一 般 論 を 構 築 す る こ と に

意 を 注 ぐ よ う に した。 こ の こ とは,ド キ ュ メ ン タ リー映 画 に は次 の よ うな点 に 共 通 の 基 盤 が あ る と

見 な して い る筆 者(阿 部)の 認 識 の反 映 に ほか な らな い。

「す ぐれ た ドキ ュ メ ン タ リー 映画 は,人 間 の 普 段 の生 活 実 態 の 中 に素 材 を 求 め,そ の 洞 察 を ふ ま

え た描 写 を通 じて,人 々 に 自分 自身 を 見 っ め,運 命 を切 り開 い て ゆ く確 信 を も た ら し,究 極 的 に,

人 間 相 互 の理 解 と連 帯 の輪 を広 げ るの に寄 与 す る。 した が って,本 来,ド キ ュ メ ンタ リー 映 画 の 製

作 は,人 間 を対 象 と し,製 作者 の 個 性 が 生 か され て い る と き に,最 もそ の 特 色 を発 揮 す る」

2)C.H.Road"FilmasHistoricalEvidence"(SocietyofArchivists編`JOURNAL'vo1.3,

1966年,p.188

ベ ラ ・バ ラー ジ ュ,佐 々木 高 一 ・高 村 宏 訳 「視 覚 的 人 聞 』(岩 波 書 店,1986年,p.27-28)

3)ド キ ュ メ ン タ リー映 画 研 究 書 と して 世 評 の 高 い下 記 文 献 で は,戦 時期 に 頭 角 を 現 わ した国 に 関 す る

記 述 は,比 較 的簡 潔 で,と くに 日本 にっ いて は全 く触 れ られ て い な い。 第 二 次 世 界 大 戦 と ドキ ュ メ

ン タ リー映 画 と の深 い関 わ りを顧 慮 す れ ば,同 時 期 を軽 視 す る こ とは 出 来 な い し,ド イ ッ と 日本 を

欠 いて は,全 体 像 を つ か め 得 な い 。

P.ロ ーサ,厚 木 た か 訳 『ドキ ュ メ ン タ リー』(新 訂 版,み す ず 書 房,1961年)

R.M.バ ー サ ム,山 谷 哲 夫 ・中 野 達 司 訳 『ノ ン フ ィク シ ョ ン映像 史 』(創 樹 社,1984年)

4)以 下,個 々 の 映画 作 品 に っ い て の デ ー タ(製 作 者,ス タ ッ フ,所 要 時 間,内 容 の概 要,所 蔵 先,利

用 上 の手 続 きな ど)は,下 記 に 依 拠 して い る。

阿 部 彰 「「史料 」 と して の 教 育 関 係 映 画 目録 』(出 版 準 備 中:1920年 か ら60年 まで を対 象 に,教

育 に 関す る諸 事 象 の歴 史 的 立 場,過 程 お よ び背 景 を説 明 し,世 代 間 コ ミュニ ー ケ ー シ ョ ンの 促 進 媒

体 と して保 存 利 用 価 値 の 高 い 作 品 と して,ド キ ュ メ ン タ リー 映 画,教 育 ・訓 練 映 画,ニ ュ ー ス 映 画,

劇 映 画 お よ そ200点 を リス ト化 し,約100点 に つ い て は詳 細 な場 面 展 開 表 を付 して い る)
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5)第 二 次 世 界 大 戦 期 に米 国 政府 機 関 で 製 作 され た作 品 は,す べ て 国 立公 文 書 館(ワ シ ン トン)に 収 蔵

さ れ て あ り,同 館 に詳 細 な 目録 カー ドが 整 備 され て い る ほ か,概 略 は下 記 に よ って も知 り得 る。

"Audiovisua!RecordsintheNationalArchivesofU
.S.relatingtoWorldWar"

(NatiorlalArchivesandRecordsServices,1987年)

"D
ocumentaryClassicsproducedbyU.S.Government"(同 上,1987年)

"M
ediaResourceCatalogfrom .theNationalAudiovisualCenter"

(NationalAudiovisualCenter,1988年)

6)前 掲"D6cumentaryClassicsproducedbyU.S.Government"p.17-19

7)F.キ ャ プ ラ(1897一)は,『 或 る夜 の 出来 事 』(Ithappenedonenight,1937),「 失 わ れ た地 平 線 』

(Losthorozon,1937)な ど,多 くの ア カ デ ミー賞 受 賞 劇 映 画作 品 の製 作 を 手 掛 け た が,ド キ ュ メ

ンタ リー映 画 に は全 くの素 人 で あ った 。 しか し,有 能 な分 担 者 を 集 あ .,そ の 力 を結 集 させ る こ と に

指 導 力 を発 揮 し,一 連 の シ リー ズ もの の 製 作 を成 功 に導 い た。 「戦 争 へ の 序 曲 』(PreludetoWar,

1942)に 始 ま った キ ャプ ラ と彼 の チ ー ム に よ る製 作 活 動 の 締 め く く り は,『 日本 で の 我 々 の 仕 事 』

(OurjobinJapan,1946)で,そ の 前 後 か らス タ ッフ は,順 次,元 の職 場 に復 帰 した 。

8)陸 軍 省 製 作 の作 品 中 に,下 記 の よ うな,戦 争 の 本 質 を鋭 く突 い た もの が含 ま れ て い る こ と は,製 作

の 過 程 に お いて は,監 督 者 の意 向 が か な り尊 重 され る傾 向 に あ った こ とを裏 づ けて い る。

『サ ン ・ピエ トロの戦 い』(TheBattleofSanPietro)'45年,T.ヒ ュ ー ス トン監 督 。 イ タ リ ア

北 部 の小 都 市 に お け る功 防戦 の模 様 を 記録 。 近 代 兵 器 に よ る消 耗 戦 の空 しさ が 画面 にあ ふ れ,加 え

て 住 民 の立 場 を配 慮 に入 れ た カ メ ラア ン グル に軍 部 が 不 快 感 を表 明 し,公 開 が遅 れ た 。30min.

『そ こ に光 を』(Lettherebelight)'45年,T.ヒ ュ ー ス トン監 督 。 戦 争 に よ り誘 発 され た ノイ ロ ー

ゼ に悩 む 兵 士 を追 跡 記 録 し,彼 らが ご く普通 の 人 物 で あ る こ と を雇 い主 な ど に納 得 させ,除 隊 後 の

職 場 復 帰 を容 易 な ら しあ る資 料 とす る こ とで 計 画 され た が,戦 争 が将 来 あ る若 者 に耐 え きれ な い 過

労 と癒 す こ と の 出来 な い心 の傷 を生 ぜ しめ る もの で あ る こ とが 図 らず も裏 付 け られ,一 般 公 開 を 取

り止 め る。43min.

9)R。 グ リフィス(R.driffis)「 合 衆 国 軍 隊 に お け る映 画 の利 用(TheuseoffilmsbyUSArmed

Service)」(前 掲 書 「ドキ ュ メ ン タ リー」 附録 所 収p.314)3館 と もに,充 実 し た 目録 カ ー ドが 備

え られ,利 用 者,と くに映 画 資 料 の視 聴 を 目的 とす る研 究 者 に は,格 別 の便 宜 が供 与 され る。

10)同 映 画 が,大 幅 に遅 れ て完 成 に至 った 事 情 に関 し,公 式 に は 明 らか に さ れ て い な い。 こ の 間,脚 本

担 当 者 の一 人 で あ った,オ ラ ン ダの著 名 な ドキ ュ メ ンタ リー映 画 監 督 ヨ リ ス ・イ ヴ ェ ン ス(Joris

Evens:1898-1989)が,完 成 の1年 以 上 も前 に,そ の任 を辞 して い る(前 掲 書 「ドキ ュメ ン タ リー』

p.287)。 しか し,同 映 画 に は,人 々 の身 近 な生 活 実 態 に視 点 を 置 い て 社 会 事 象 を と らえ よ うとす る

作 風 を築 き上 げ て きて い た彼 の影 響 が 少 な か らず 残 され て い る の を見 る こ とが 出来 る。

11)前 掲 書 『ドキ ュ メ ン タ リー』 附録p.278。

12)筆 者 が,映 画 分 析 の必 要 性 とそ の 方 法 に っ い て 関 心 を深 め る き っか け とな っ た の は,C.H.Road

博 士(英 国 戦 争 博 物 館 映 画 部 門研 究 主 任)の 下 記 論 文 に よ っ て で あ る。

C.H.Road"FilmasHistoricalEvidence"(SocietyofArchivists編`JOURNAL'vol.3,

1966年)

ま た,ド キ ュ メ ン タ リー 映画 を 対象 に した もの で は な い が,映 画 分 析 の 意義,手 掛 か りに っ い て,
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下記文 献か ら多 くの示唆 を得 た。

R.ホ イ ッタカー,池 田博 ・横川 真顕訳 『映画 の言語」(法 政大学 出版 局,1983年)

江藤文夫 「チ ャプ リンの仕事』(み すず書房,1989年)

13)1870年2月3日 の 「大教宣布 の詔」 によ り,「治教 を明 らか に し,惟 神 の大道 を宣 揚 すべ し」 との

方針 が示 され,5月23日 には皇室主義 に基 づ き,国 民教 化 に当 たる官職 と して 「宣教使 」 が 任命 さ

れた。狂信 的な神道 教育の始 まりは,通 例,「教育勅 語」の発布(1890年)に 起 源 を と る場 合 が多

いが,源 流 は ここに始 まることは明 白で,映 画製作 に当た り精緻 な考証が なされてい る ことが うか

が える。

14)近 年 の研究 において,戦 時下 にお ける ドイッ国民大衆 の したたか な対応ぶ りが,よ り鮮 明 にな りっ

つ ある。第二次世界大 戦期 に,す で に高度工業社会 の段 階に入 って いた同国 は,占 領 地 か らの収 奪

の強化 によ って,経 済 の繁栄が維持 され,労 働者 や一般 庶民の生活 は,戦 時下 に もかか わ らず豊 か

で,自 己本位 の生 き方(政 治的無関心,自 己 ・家族 中心 主義,趣 味 ・娯楽へ の没 頭)を 謳 歌 し,そ

れ を維持 ・拡大 するため,ナ チとの共同 を惜 しまなか った。(村 瀬興雄 「民 衆 の生 き方 一 第三 共

和制 の場合」 「書斎 の窓」'86年11月 号p.20-24に,こ の分野の ドイ ツで の研究 状況 と関係 図書 が

紹介 されている)

15)日 本 占領 にあた り,軍:司 令部 は,連 合軍兵士 によ る神社 な どへの 「冒漬若 しくは汚辱」 を防 止 す る

ため,特 別 の作戦 指令('45.9.9)を 用意 しなければな らなか った(阿 部 彰 「教 育 関係 法令 目

録並 びに索 引』 昭和編 皿p.14〈 風間書房,1988年 〉)。

「事情 を予備知識 と して得て いた」 占領軍兵士 と 「科 学的な 日本史 の基本 さえも知 らされていなかっ

た」 日本側行政関係者,住 民 との行 き違 い,ト ラブル は,地 方 レベルで顕著 に見 られ た(阿 部 彰

『地 方教育 制度成立過程 の研究」p.104-182,452-508〈 風間書房,1983年 〉)

16)"DistributionandUseofRe-educationandReorientationon16mmfilmsandProjectors"

(1948.2.2,0fficeofMilitaryGovernmentforGermany)[OMGUSBOX262,米 国 国立

公文書館 所蔵 資料])

17)阿 部 彰 「対 日占領 にお ける民間情報政策 一 ナ トコによ る啓発活動 の実態 と背景」(「大阪大学 人

間科学部紀要』 第9巻1983年,p.244-258)

18)終 戦 の直前 に,方 向 と して は,占 領 の円滑化 のために,天 皇を含 む日本 の統治機 構 を利 用す る方針

が米国政府部 内で固 まって いたが,利 点 と弊害点 が相半 ば して結論 を出せ ず,最 終 判断 は占領 開始

後 に持 ち越 されていた(近 藤淳子 「天皇制機構温 存過 程考 一 降伏前 のアメ リカにお ける対 日占領

政策作成者 の 日本観 」〈『共同研究 日本 占領軍:一 その光 と影』上巻1988年,徳 間書店〉)。

19)「 日本 の悲 劇』(日 映,亀 井文夫監督,1946年),「14年 の暴風」(日 映,1948年),「 日本敗れたけれ ど』

(日映,松 崎啓治監督,1948年)な ど,GHQの 支援を得て製作 が企画 され たが,「 日本 の悲劇 」 の

よ うに,天 皇制 の批判 に常軌 を逸 した として,当 のGHQ自 体 か ら上映禁止処分 を受 け る もの も出

た。 日本の軍事行動 に対す る摘発 には大 きな力点が置かれ なが ら,神 道 が 日本人 の行動 に及 ぼす影

響およ びその天皇制 との癒着 関係 について は,意 識的 に回避 してい るのか と思われ るほ ど,い ずれ

も追及が不十分で ある(「 日本 の悲劇』 以外 は,国 立公文書館所蔵 の検 閲用 シナ リオによる)。 この

ことか らも,GHQの 基本方針 が,天 皇制に対 して は早 くか ら軟化 の傾 向があ った ことがわ かる。

20)R.M.バ ーサム(ニ ュー ヨー ク市 立大 学教授)は,「 人が 自分 を理解 し,そ の運命 を切 り開 いて い
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く能力 の確信 の表明 であ る」(前 掲書 「ノンフィクシ ョン映像史」p.10)と,自 己表現 の一 形態 で

あることを述べて いる。 また,ド キ ュメンタ リー映画製作 の実務 に永年従事 して きた小山誠治(元

理研映画社社長)は,映 画製作者 の姿勢 について 「見 る人 の感性 に訴 え,感 動 を呼び起 こす た め に

は,名 声や利害 を超越 した真摯 な姿 勢が求め られ る。 自己主張 もその前提 にた って,初 め て意味 を

もつ」 と,厳 しい自己規律 に言及 してい る(「講演記録」大阪大学人間科学部'89.5.18)。

21)下 記小論中 に,こ れに関す る筆 者の意見が示 されて いる。

「〈史料〉 と しての映画研究序 説 一 教育関係映画 を中心 と して」(『大 阪大学 人 間科 学部 紀要 』

第14巻,1988年)「 映画 か ら文化 伝達 の過程 を見 る」(日 本視 聴覚 教育 連盟 『視聴 覚 教育 時報 』

短α401,1988年)「 今,な ぜ映 画なのか 一 研究素 材 と して の映画 フ ィルム活 用 の意義 と必 要性 」

(日本教育史研究会 『日本教育 史往来 』Nα62,1989年)

22)映 画(映 像)製 作 の過程 および映 像認識 の在 り方 は,教 育 の事象 と深 い関 わ りを有 し,そ れ らの検

討を通 じて教育上 の諸問題 をめ ぐり有益な示唆が得 られ る。著名 な ドキュメ ンタリー映画のプロデュー

サーであ った加納龍一が,「映画製作 は,製 作 者 自身 が知見 を広 あ認識 を広 め て ゆ く過程 であ る」

と述べ,こ の精神が教育や文化活 動 の基盤 にな けれ ばな らない と指摘 してい るの は至言 であ る。

(加納 龍一 「教育映画 の製作」p.59,日 本映画教育協会,1959年)ま た,人 間が話 し言葉 を獲得 し,

文字 を習得す る過程 にお いて,全 感覚器官 を使 い,自 主的な環境 との働 きか けを十二 分 に行 な い得

る 「待 ちの時間」(醸 成時間)を 確保 する ことが,の ちに,言 語生活の創造的展開 を促 す鍵 で あ る。

その意 味で,戸 井田道三が,非 言語 の部分 の習得 に関す る過 程 に着 目 して いることは,映 像認識 論,

映像教育 論上,注 目され る(今 福龍吉 「言語以前 への眼差 し一 戸井田道三の世界」<平 凡 社 「月

刊百科』'89年7月,p.11-16>)。 早期教育,消 費経済 に立 っ能率主義が,人 間 と して の基 本 的部

分(実 感,表 情 な ど非言語部分)の 習得,共 有 を妨 げ,見 かけや数値 の成果 とは裏腹 に,相 互理 解,

国際理解 とい った人 間の生活の基盤 を脅 か している と考 え られ るか らであ る。映画(映 像)が,そ

の特性 を生 か し,現 代人 に失われっっ ある表情 の うっろい,心 情 の機 微,身 振 り,し ぐさな どを具

体 的に提示 す ることによ り,そ れ らの実生活 における復活 へ向けての支援,補 完,補 強 の役 割 を担

うことが強 く期 待 され る。

23)C.H.Roadが,前 掲 書中 にお いて(p.190),BBCの ドキュメ ンタ リー映画製作 の水 準の きわ め

て高 い ことを引 き合 いに出 しなが ら,研 究 出版物 が紙 に依存 しなければな らな い理由 と障害 は解消

されっ っある として,映 画(映 像)に よる研究物 の製作 の促進 とそれを資料 と して蓄積,保 存,利

用す る ことの意 義 と必 要を,既 にこの時点 で(1966年)具 体 的に提 起 して いる。

ペンシルバニア大学 企画製作の 『一番安全 な道』('51年) ,文 部 省学術 課企画の 「小麦の祖先』('53

年,日 映科学製作),「 日本ザルの 自然社会』('54年,三 井芸術製作),文 部省視聴覚課企画の 『教室

の子供 たち』('54年,岩 波映画製作),「 谷間 の学校』C56年 ,日 映 科学 製作)な どの先 行 実践 は,

当時の事情 を知 る上で貴重で,学 術上 の価値 も今 なお高 いが,こ れ らに匹敵す る企 画,製 作 は,そ

の後,TV放 送 局,映 画会社 に委ね られ,大 学,官 庁 において積極的 に取 り組 まれて い る形 跡 は少

ない。 た とえば,「 ア リサ ー ヒトか ら人間へ の記録』('86年,青 銅 プロ製作)な どのように,学 術

研究 に密接 に関わ り,長 期 にわ たる企画製作 は,そ の性格上,一 企業 によ るので はな く,む しろ公

立大学 や公的な研究機関が本来業務 と して取 り組 むべ き仕事 であ ろう。
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Commentson2DocumentaryFilmsproduced

byU.S.Arm.yduringtheWorld.WarH.

AkiraABE

Throughthestudyof2documentaryfilms,"KnowyourEnemy:Japan"(1945,62min.)

and"HereisGermny"(1945,52min.),producedbyU.S.Armyforinformationandeduca-

tionnotonlywithintheArmedservices,butalsoonthe耳omefrontatthelaststageofthe

WorldWarH.,wecanfindthefollowingconclusions;

1,Thedistinctivecharacters,containedinthesef童1ms,werebasedmainlyon2causes.One

wastheviewsofSupervisor:MajorFrankCapra,whowasanfamousproducerofHollly・

woodandhadbeenappointedtoproducesomemovie-seriessponsoredbyU.S.Army.The

otherwasthethoroughaccumulationandexaminationofthemassivedocumentaryfilms,

thatweretobeusedformovie.series.AlthoughtheywereproducedbyU.S.Army,above-

mentioned"bias"madethefilmsheightenthevaluesnotmerelyasthemoviesfullofpers-

uationatthattime,butasthehistoricalmaterialsafteratime.

2、Oneachof2filmswerereflectedtheposesorviewsofU.S,Army,AlliedPower,Ame-

ricansandAlliedNaもions'PeopleaboutthethoughtandbehabioroftheJapaneseandthe

Germany.In"KnowyourEnemy:Japan",TheyregardedtheJapaneseasthevictimsofthe

despotismbythewarlords,andconcideredthatthewarlordshadchangedtheJapanese

sweattoweaponsandhadmadethemconquertheoth♀rsinSouthAsia.Thereforeafterthe

surrenderofJapan,themostimportantroleofOccupyingPowerinJapanwasthegetting

ridofthewarlord.Ontheotherhand,in"HereisGermny",lotsofGermanpeoplewere

concideredtoinvadeAustria,Sweden,France,andmanyothercounもrieswithwarlordsand

toplundertheconqueredpeopleofthem,theirrelatives'livesandtheiressencialgoods,repe-

atedly.So,afterthesurrenderofGermany,ThemainroleofOccupyingPowerinGermany

wasthecallingtheirattentiontothedeepinthesoultheyhadbeenplantedtheloveofag9-

ressionandconquestandthey'llbeenobligedtoliv6withthe"potentialenemyofciviliza'

tion"un七ilthey'11ridthemofit.

3.Thestudyofdocumentaryfilmsisveryusefultomakefurthermany-sidedresearchon

historicalevidences.Forfurthergoodfruits,wemustkeepinniindtoprovidethemoresub-

stantialdocumentari-film.hbrarieswithgoodtrainedworking-staffs,andtolearnhowtd

read"thewordsofimages"throughtakingpicturesasthecine-moviesorvideo-moviesin

alltheirrespectiveways.


